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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ブリッジングのための方法であって、
　ハイブリッドデバイスの第１のネットワークインタフェースにおいて、ハイブリッド通
信ネットワークの行先デバイスへの送信のために第１のフレームフォーマットの第１のデ
ータフレームを受信することと、
　前記ハイブリッドデバイスのハイブリッド層と関連付けられたハイブリッド転送テーブ
ルに少なくとも部分的に基づいて、前記ハイブリッドデバイスの無線ネットワークインタ
フェースを介して前記第１のデータフレームを転送することを決定することと、ここにお
いて、前記ハイブリッド転送テーブルは、前記無線ネットワークインタフェースを前記第
１のデータフレームの行先アドレスと関連付ける、
　前記無線ネットワークインタフェースと関連付けられた無線転送テーブルに少なくとも
部分的に基づいて、前記ハイブリッド通信ネットワークのネットワークデバイスに前記第
１のデータフレームを転送することを決定することと、ここにおいて、前記無線転送テー
ブルは、前記ネットワークデバイスの受信インタフェースを前記行先アドレスと関連付け
る、
　前記第１のデータフレーム、前記ハイブリッドデバイス、及び前記ネットワークデバイ
スに少なくとも部分的に基づいて、前記ネットワークデバイスへの送信のために無線フレ
ームフォーマットにより第２のデータフレームを生成することと、
　を備える、方法。
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【請求項２】
　前記無線ネットワークインタフェースを介して前記第１のデータフレームを転送するこ
とを前記決定することは、前記ハイブリッドデバイスと関連付けられた前記ハイブリッド
層で行われ、
　前記第１のデータフレームを前記ネットワークデバイスに転送することを前記決定する
ことは、前記無線ネットワークインタフェースで行われる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェースがアクセスポイント
動作モードで構成されるかどうかを決定することと、
　前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェースが前記アクセスポイ
ント動作モードである場合、前記ネットワークデバイスの無線ネットワークインタフェー
スに前記第１のデータフレームを転送することを決定することと、ここにおいて、前記ネ
ットワークデバイスの前記無線ネットワークインタフェースは、クライアント動作モード
で構成される、
　前記無線ネットワークインタフェースが前記クライアント動作モードである場合、前記
ハイブリッドデバイスと通信するアクセスポイントの無線ネットワークインタフェースに
前記第１のデータフレームを転送することを決定することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェース及び前記ネットワー
クデバイスの無線ネットワークインタフェースがクライアント動作モードで構成されると
決定することと、
　前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェース及び前記ネットワー
クデバイスの前記無線ネットワークインタフェースが直接通信リンクをサポートするかど
うかを決定することと、
　前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェース及び前記ネットワー
クデバイスの前記無線ネットワークインタフェースが前記直接通信リンクをサポートする
場合、前記直接通信リンクを介して前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークイ
ンタフェースから前記ネットワークデバイスの前記無線ネットワークインタフェースに前
記第２のデータフレームを送信することと、
　前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェース及び前記ネットワー
クデバイスの前記無線ネットワークインタフェースが前記直接通信リンクをサポートしな
い場合、前記ネットワークデバイスの前記無線ネットワークインタフェースへの引き続き
の送信のために前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェースと通信
するアクセスポイントに前記第２のデータフレームを送信することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記無線フレームフォーマットにより前記第２のデータフレームを前記生成することは
、
　前記ハイブリッドデバイスが前記行先デバイスへの送信のために前記第１のデータフレ
ームを生成したソースデバイスであるかどうかを決定することと、
　前記ハイブリッドデバイスが前記ソースデバイスである場合、３アドレス無線フレーム
フォーマットにより前記第２のデータフレームを生成することと、
　を備え、
　前記第２のデータフレームは、前記ハイブリッドデバイスのアドレス、前記ネットワー
クデバイスのアドレス、及び前記行先デバイスのアドレスを含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項６】
　前記ハイブリッドデバイスが前記ソースデバイスでないと決定したことに応答して、前
記方法は、
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　前記ネットワークデバイスが前記行先デバイスであるかどうかを決定することと、
　前記ネットワークデバイスが前記行先デバイスである場合、前記３アドレス無線フレー
ムフォーマットにより前記第２のデータフレームを生成することと、ここにおいて、前記
第２のデータフレームは、前記ソースデバイスのアドレス、前記ハイブリッドデバイスの
前記アドレス、及び前記ネットワークデバイスの前記アドレスを含む、
　前記ネットワークデバイスが前記行先デバイスでなく、前記ハイブリッドデバイスが前
記ソースデバイスでない場合、４アドレス無線フレームフォーマットにより前記第２のデ
ータフレームを生成することと、
　をさらに備え、
　前記第２のデータフレームは、前記ソースデバイスの前記アドレス、前記ハイブリッド
デバイスの前記アドレス、前記ネットワークデバイスの前記アドレス、及び前記行先デバ
イスの前記アドレスを含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェースにおいて前記ネット
ワークデバイスからブロードキャストフレームを受信することと、ここにおいて、前記ハ
イブリッドデバイスは、クライアント動作モードで構成され、前記ネットワークデバイス
は、アクセスポイント動作モードで構成される、
　前記ブロードキャストフレームがブロードキャストのために前記ハイブリッドデバイス
の前記無線ネットワークインタフェースから前記ネットワークデバイスに以前に送信され
たものであるかどうかを決定することと、
　前記ブロードキャストフレームが前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークイ
ンタフェースから以前に送信されたものである場合、前記ハイブリッドデバイスの前記無
線ネットワークインタフェースにおいて前記ブロードキャストフレームを廃棄することと
、
　前記ブロードキャストフレームが前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークイ
ンタフェースから以前に送信されたものでない場合、処理のため及び前記ハイブリッドデ
バイスの少なくとも１つの他のネットワークインタフェースを介しての引き続きのブロー
ドキャストのために前記ハイブリッドデバイスの前記ハイブリッド層に前記受信されたブ
ロードキャストフレームを提供することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ネットワークデバイスからの前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークイ
ンタフェースにおいて前記ブロードキャストフレームを前記受信することに応答して、前
記方法は、
　前記ブロードキャストフレーム内のオリジナルソースアドレスフィールドに少なくとも
部分的に基づいて、前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェースに
おいて前記ブロードキャストフレームをフィルタリングすることと、ここにおいて、前記
無線転送テーブルは、前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェース
を通じて到達可能である前記ネットワークデバイスを示す表示を含む、
　前記オリジナルソースアドレスフィールドが前記ネットワークデバイスと関連付けられ
たアドレスを含むと決定したことに応答して、前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネッ
トワークインタフェースにおいて、前記ブロードキャストフレームを廃棄することと、
　をさらに備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェースにおいて、インジケ
ータフィールドを前記ブロードキャストフレームに挿入することと、ここにおいて、前記
インジケータフィールドは、前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフ
ェースが前記ネットワークデバイスに前記ブロードキャストフレームを送信することを示
す、
　前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェースから前記ネットワー
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クデバイスに前記ブロードキャストフレームを送信することと、
　をさらに備え、
　前記ネットワークデバイスから前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークイン
タフェースにおいて前記ブロードキャストフレームを前記受信することに応答して、前記
ブロードキャストフレームが前記無線ネットワークインタフェースから以前に送信された
ものであるかどうかを前記決定することは、
　　前記受信されたブロードキャストフレームが前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネ
ットワークインタフェースで挿入された前記インジケータフィールドを含むかどうかを決
定すること、
　を備える、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のネットワークインタフェースは、イーサネット（登録商標）インタフェース
又は電力線通信インタフェースであり、
　前記無線ネットワークインタフェースは、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ
）インタフェースである、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第２のデータフレームを前記生成することは、前記無線フレームフォーマットによ
り前記第１のデータフレームを変更することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ハイブリッド通信ネットワークは、ＩＥＥＥ Ｐ１９０５．１通信ネットワークを
備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１のデータフレームを前記受信することは、前記ハイブリッド通信ネットワーク
の第１の通信ネットワークセグメントを介して前記第１のデータフレームを受信すること
を備え、
　前記第２のデータフレームを前記送信することは、前記ハイブリッド通信ネットワーク
の第２の通信ネットワークセグメントを介して前記第２のデータフレームを送信すること
を備え、前記第２の通信ネットワークセグメントは、無線ネットワークセグメントである
、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ハイブリッドデバイスにおいて、前記ハイブリッド通信ネットワークの追加のハイ
ブリッドデバイスからトポロジーメッセージを受信することと、ここにおいて、前記トポ
ロジーメッセージは、前記追加のハイブリッドデバイスと関連付けられた情報を含む、
　前記追加のハイブリッドデバイスから受信された前記トポロジーメッセージに少なくと
も部分的に基づいて、前記ハイブリッドデバイスと関連付けられた少なくとも前記ハイブ
リッド転送テーブルにポピュレートすることと、
　前記ハイブリッドデバイスと関連付けられた前記ハイブリッド転送テーブルを前記追加
のハイブリッドデバイスに送信することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記追加のハイブリッドデバイスから受信された前記トポロジーメッセージに少なくと
も部分的に基づいて、前記無線転送テーブルにポピュレートすること
　をさらに備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ハイブリッドデバイスにおいて、少なくとも、前記ハイブリッドデバイスに関する
情報と、前記ハイブリッドデバイスに接続された前記ネットワークデバイスに関する情報
と、を含むトポロジーメッセージを生成することと、
　前記ハイブリッドデバイスから前記ハイブリッド通信ネットワークの１つ以上のハイブ
リッドデバイスに前記トポロジーメッセージをブロードキャストすることと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
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【請求項１７】
　前記ハイブリッドデバイスと関連付けられた前記トポロジーメッセージは、前記無線ネ
ットワークインタフェース、及び前記第１のネットワークインタフェースの各々と関連付
けられた転送能力を示す表示を含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記トポロジーメッセージは、前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークイン
タフェースが、フレーム転送、無線フレームフォーマット、及び前記無線ネットワークイ
ンタフェースによってサポートされる通信リンクセットアップをサポートすることを示す
表示を含み、前記通信リンクセットアップは、前記無線ネットワークインタフェースが直
接リンク無線通信をサポートするかどうかを示す前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネ
ットワークインタフェースによってサポートされる、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記第２のデータフレームを生成することは、第１の無線フレームフォーマット、また
は第２の無線フレームフォーマットにより前記第２のデータフレームを生成することを備
える、請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ハイブリッド通信ネットワークの中央のコーディネータに対して、前記ハイブリッ
ドデバイスと関連付けられた情報及び前記ハイブリッドデバイスに接続された前記ネット
ワークデバイスを示す表示を送信することと、
　前記中央のコーディネータから、前記ハイブリッドデバイスと関連付けられた前記ハイ
ブリッド転送テーブル及び前記ハイブリッド通信ネットワークの追加のハイブリッドデバ
イスと関連付けられた第２のハイブリッド転送テーブルを受信することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項２１】
　ハイブリッドデバイスであって、
　複数のネットワークインタフェースと、
　前記複数のネットワークインタフェースに結合された通信ユニットと、
　を備え、前記通信ユニットは、
　第１のネットワークインタフェースにおいて、ハイブリッド通信ネットワークの行先デ
バイスへの送信ために第１のフレームフォーマットで第１のデータフレームを受信し、
　前記ハイブリッドデバイスのハイブリッド層と関連付けられたハイブリッド転送テーブ
ルに少なくとも部分的に基づいて、前記ハイブリッドデバイスの無線ネットワークインタ
フェースを介して前記第１のデータフレームを転送することを決定し、ここにおいて、前
記ハイブリッド転送テーブルは、前記無線ネットワークインタフェースを前記第１のデー
タフレームの行先アドレスと関連付ける
　前記無線ネットワークインタフェースと関連付けられた無線転送テーブルに少なくとも
部分的に基づいて、前記ハイブリッド通信ネットワークのネットワークデバイスに前記第
１のデータフレームを転送することを決定し、ここにおいて、前記無線転送テーブルは、
前記ネットワークデバイスの受信インタフェースを前記行先アドレスと関連付ける、
　前記第１のデータフレーム、前記ハイブリッドデバイス、及び前記ネットワークデバイ
スに少なくとも部分的に基づいて、前記ネットワークデバイスへの送信のために無線フレ
ームフォーマットにより第２のデータフレームを生成する、
　ために動作可能である、ハイブリッドデバイス。
【請求項２２】
　前記通信ユニットは、
　前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェースがアクセスポイント
動作モードで構成されるかどうかを決定し、
　前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェースが前記アクセスポイ
ント動作モードである場合、前記ネットワークデバイスの無線ネットワークインタフェー
スに前記第１のデータフレームを転送することを決定し、ここにおいて、前記ネットワー
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クデバイスの前記無線ネットワークインタフェースは、クライアント動作モードで構成さ
れる、
　前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェースが前記クライアント
動作モードである場合、前記ハイブリッドデバイスと通信するアクセスポイントの無線ネ
ットワークインタフェースに前記第１のデータフレームを転送することを決定する
　ためにさらに動作可能である、請求項２１に記載のハイブリッドデバイス。
【請求項２３】
　前記通信ユニットは、
　前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェース及び前記ネットワー
クデバイスの無線ネットワークインタフェースがクライアント動作モードで構成されると
決定し、
　前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェース及び前記ネットワー
クデバイスの前記無線ネットワークインタフェースが直接通信リンクをサポートするかど
うかを決定し、
　前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェース及び前記ネットワー
クデバイスの前記無線ネットワークインタフェースが前記直接通信リンクをサポートする
場合、前記直接通信リンクを介して前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークイ
ンタフェースから前記ネットワークデバイスの前記無線ネットワークインタフェースに前
記第２のデータフレームを送信し、
　前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェース及び前記ネットワー
クデバイスの前記無線ネットワークインタフェースが前記直接通信リンクをサポートしな
い場合、前記ネットワークデバイスの前記無線ネットワークインタフェースへの引き続き
の送信のために前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェースに接続
されたアクセスポイントに前記第２のデータフレームを送信する
　ためにさらに動作可能である、請求項２１に記載のハイブリッドデバイス。
【請求項２４】
　前記無線フレームフォーマットにより前記第２のデータフレームを生成するために動作
可能である前記通信ユニットは、
　　前記ハイブリッドデバイスが前記行先デバイスへの送信のために前記第１のデータフ
レームを生成したソースデバイスであるかどうかを決定し、
　　前記ハイブリッドデバイスが前記ソースデバイスである場合、３アドレス無線フレー
ムフォーマットにより前記第２のデータフレームを生成し、ここにおいて、前記第２のデ
ータフレームは、前記ハイブリッドデバイスのアドレス、前記ネットワークデバイスのア
ドレス、及び前記行先デバイスのアドレスを含む、
　　前記ハイブリッドデバイスが前記ソースデバイスでないと決定したことに応答して、
　　　前記ネットワークデバイスが前記行先デバイスであるかどうかを決定し、
　　　前記ネットワークデバイスが前記行先デバイスである場合、前記３アドレス無線フ
レームフォーマットにより前記第２のデータフレームを生成し、ここにおいて、前記第２
のデータフレームは、前記ソースデバイスの前記アドレス、前記ハイブリッドデバイスの
前記アドレス、及び前記ネットワークデバイスの前記アドレスを含む、
　　　前記ネットワークデバイスが前記行先デバイスでない及び前記ハイブリッドデバイ
スが前記ソースデバイスでない場合、４アドレス無線フレームフォーマットにより前記第
２のデータフレームを生成する、
　ために動作可能である前記通信ユニットを備え、
　前記第２のデータフレームは、前記ソースデバイスの前記アドレス、前記ハイブリッド
デバイスの前記アドレス、前記ネットワークデバイスの前記アドレス、及び前記行先デバ
イスの前記アドレスを含む、請求項２１に記載のハイブリッドデバイス。
【請求項２５】
　前記通信ユニットは、
　前記ネットワークデバイスから前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークイン
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タフェースにおいてブロードキャストフレームを受信し、ここにおいて、前記ハイブリッ
ドデバイスは、クライアント動作モードで構成され、前記ネットワークデバイスは、アク
セスポイント動作モードで構成される、
　前記ブロードキャストフレームがブロードキャストのために前記ハイブリッドデバイス
の前記無線ネットワークインタフェースから前記ネットワークデバイスに以前に送信され
たものであるかどうかを決定し、
　前記ブロードキャストフレームが前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークイ
ンタフェースから以前に送信された場合ものである場合、前記ハイブリッドデバイスの前
記無線ネットワークインタフェースにおいて前記ブロードキャストフレームを廃棄し、
　前記ブロードキャストフレームが前記ハイブリッドデバイスの前記ネットワークインタ
フェースから以前に送信されたものでない場合、処理のために及び前記ハイブリッドデバ
イスの少なくとも１つの他のネットワークインタフェースを介しての引き続きのブロード
キャストのために前記ハイブリッドデバイスの前記ハイブリッド層に前記受信されたブロ
ードキャストフレームを提供する
　ためにさらに動作可能である、請求項２１に記載のハイブリッドデバイス。
【請求項２６】
　前記第１のデータフレームを受信するために動作可能な前記通信ユニットは、前記ハイ
ブリッド通信ネットワークの第１の通信ネットワークセグメントを介して前記第１のデー
タフレームを受信するために動作可能な前記通信ユニットを備え、
　前記第２のデータフレームを送信するために動作可能な前記通信ユニットは、前記ハイ
ブリッド通信ネットワークの第２の通信ネットワークセグメントを介して前記第２のデー
タフレームを送信するために動作可能な前記通信ユニットを備え、前記第２の通信ネット
ワークセグメントは、無線ネットワークセグメントである、請求項２１に記載のハイブリ
ッドデバイス。
【請求項２７】
　前記通信ユニットは、
　前記ハイブリッド通信ネットワークの追加のハイブリッドデバイスからトポロジーメッ
セージを受信し、ここにおいて、前記トポロジーメッセージは、前記追加のハイブリッド
デバイスと関連付けられた情報を含む、
　前記追加のハイブリッドデバイスから受信された前記トポロジーメッセージに少なくと
も部分的に基づいて、少なくとも前記ハイブリッド転送テーブルにポピュレートし、
　前記追加のハイブリッドデバイスに前記ハイブリッド転送テーブルを送信する
　ためにさらに動作可能である、請求項２１に記載のハイブリッドデバイス。
【請求項２８】
　前記通信ユニットは、
　前記追加のハイブリッドデバイスから受信された前記トポロジーメッセージに少なくと
も部分的に基づいて、前記無線転送テーブルにポピュレートする
　ためにさらに動作可能である、請求項２７に記載のハイブリッドデバイス。
【請求項２９】
　前記通信ユニットは、
　少なくとも、前記ハイブリッドデバイスに関する情報と、前記ハイブリッドデバイスに
接続された前記ネットワークデバイスに関する情報と、を含むトポロジーメッセージを生
成し、
　前記ハイブリッド通信ネットワークの１つ以上のハイブリッドデバイスに前記トポロジ
ーメッセージをブロードキャストする
　ためにさらに動作可能である、請求項２１に記載のハイブリッドデバイス。
【請求項３０】
　前記ハイブリッドデバイスと関連付けられた前記トポロジーメッセージは、前記無線ネ
ットワークインタフェース、及び前記第１のネットワークインタフェースの各々と関連付
けられた転送能力を示す表示を含む、請求項２９に記載のハイブリッドデバイス。
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【請求項３１】
　非一時的な機械によって読み取り可能な記憶媒体であって、
　１つ以上のプロセッサによって実行されたときに、
　ハイブリッド通信ネットワークのハイブリッドデバイスのうちの第１のネットワークイ
ンタフェースにおいて第１のフレームフォーマットの第１のデータフレームを受信するこ
とと、
　前記ハイブリッドデバイスのハイブリッド層と関連付けられたハイブリッド転送テーブ
ルに少なくとも部分的に基づいて、前記ハイブリッドデバイスの無線ネットワークインタ
フェースを介して前記第１のデータフレームを転送することを決定することと、ここにお
いて、前記ハイブリッド転送テーブルは、前記無線ネットワークインタフェースを前記第
１のデータフレームの行先アドレスと関連付ける、
　前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェースと関連付けられた無
線転送テーブルに少なくとも部分的に基づいて、前記ハイブリッド通信ネットワークのネ
ットワークデバイスに前記第１のデータフレームを転送することを決定することと、ここ
において、前記無線転送テーブルは、前記ネットワークデバイスの受信インタフェースを
前記行先アドレスと関連付ける、
　前記第１のデータフレーム、前記ハイブリッドデバイス、及び前記ネットワークデバイ
スに少なくとも部分的に基づいて、前記ネットワークデバイスへの送信のために、無線フ
レームフォーマットにより第２のデータフレームを生成することと、
　を備える動作を行うことを前記１つ以上のプロセッサに行わせる命令、が格納されてい
る、非一時的な機械によって読み取り可能な記憶媒体。
【請求項３２】
　前記動作は、
　前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェースがアクセスポイント
動作モードで構成されるかどうかを決定することと、
　前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェースが前記アクセスポイ
ント動作モードである場合、前記ネットワークデバイスの前記受信インタフェースに前記
第１のデータフレームを転送することを決定することと、ここにおいて、前記ネットワー
クデバイスの前記受信インタフェースは、クライアント動作モードで構成される、
　前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェースがクライアント動作
モードである場合、前記ハイブリッドデバイスと通信するアクセスポイントの無線ネット
ワークインタフェースに前記第１のデータフレームを転送することを決定することと、
　をさらに備える、請求項３１に記載の非一時的な機械によって読み取り可能な記憶媒体
。
【請求項３３】
　前記動作は、
　前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェース及び前記ネットワー
クデバイスの無線ネットワークインタフェースがクライアント動作モードで構成されると
決定することと、
　前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェース及び前記ネットワー
クデバイスの前記無線ネットワークインタフェースが直接通信リンクをサポートするかど
うかを決定することと、
　前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェース及び前記ネットワー
クデバイスの前記無線ネットワークインタフェースが前記直接通信リンクをサポートする
場合、前記直接通信リンクを介して前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークイ
ンタフェースから前記ネットワークデバイスの前記無線ネットワークインタフェースに前
記第２のデータフレームを送信することと、
　前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェース及び前記ネットワー
クデバイスの前記無線ネットワークインタフェースが前記直接通信リンクをサポートしな
い場合、前記ネットワークデバイスの前記無線ネットワークインタフェースへの引き続き
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の送信のために前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェースに接続
されたアクセスポイントに前記第２のデータフレームを送信することと、
　をさらに備える、請求項３１に記載の非一時的な機械によって読み取り可能な記憶媒体
。
【請求項３４】
　前記無線フレームフォーマットにより前記第２のデータフレームを生成する前記動作は
、
　前記ハイブリッドデバイスが行先デバイスへの送信のために前記第１のデータフレーム
を生成したソースデバイスであるかどうかを決定することと、
　前記ハイブリッドデバイスが前記ソースデバイスである場合、３アドレス無線フレーム
フォーマットにより前記第２のデータフレームを生成することと、ここにおいて、前記第
２のデータフレームは、前記ハイブリッドデバイスのアドレス、前記ネットワークデバイ
スのアドレス、及び前記行先デバイスのアドレスを含む、
　前記ハイブリッドデバイスが前記ソースデバイスでないと決定したことに応答して、
　　前記ネットワークデバイスが前記行先デバイスであるかどうかを決定することと、
　前記ネットワークデバイスが前記行先デバイスである場合、前記３アドレス無線フレー
ムフォーマットにより前記第２のデータフレームを生成することと、ここにおいて、前記
第２のデータフレームは、前記ソースデバイスのアドレスと、前記ハイブリッドデバイス
の前記アドレスと、前記ネットワークデバイスの前記アドレスとを含む、
　前記ネットワークデバイスが前記行先デバイスでなく、前記ハイブリッドデバイスが前
記ソースデバイスでない場合、４アドレス無線フレームフォーマットにより前記第２のデ
ータフレームを生成することと、
　を備え、
　前記第２のデータフレームは、前記ソースデバイスの前記アドレス、前記ハイブリッド
デバイスの前記アドレス、前記ネットワークデバイスの前記アドレス、及び前記行先デバ
イスの前記アドレスを含む、請求項３１に記載の非一時的な機械によって読み取り可能な
記憶媒体。
【請求項３５】
　前記動作は、
　前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェースにおいて前記ネット
ワークデバイスからブロードキャストフレームを受信することと、ここにおいて、前記ハ
イブリッドデバイスは、クライアント動作モードで構成され、前記ネットワークデバイス
は、アクセスポイント動作モードで構成される、
　前記ブロードキャストフレームがブロードキャストのために、前記ハイブリッドデバイ
スの前記無線ネットワークインタフェースから前記ネットワークデバイスに以前に送信さ
れたものであるかどうかを決定することと、
　前記ブロードキャストフレームが前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークイ
ンタフェースから以前に送信されたものである場合、前記ハイブリッドデバイスの前記無
線ネットワークインタフェースにおいて前記ブロードキャストフレームを廃棄することと
、
　前記ブロードキャストフレームが前記ハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークイ
ンタフェースから以前に送信されたものでない場合、処理のため及び前記ハイブリッドデ
バイスの他のネットワークインタフェース介しての引き続きのブロードキャストのために
前記ハイブリッドデバイスの前記ハイブリッド層に前記受信されたブロードキャストフレ
ームを提供することと、
　をさらに備える、請求項３１に記載の非一時的な機械によって読み取り可能な記憶媒体
。
【請求項３６】
　前記動作は、
　前記ハイブリッドデバイスにおいて、前記ハイブリッド通信ネットワークの追加のハイ
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ブリッドデバイスからトポロジーメッセージを受信することと、ここにおいて、前記トポ
ロジーメッセージは、前記追加のハイブリッドデバイスと関連付けられた情報を含む、
　前記追加のその他のハイブリッドデバイスから受信された前記トポロジーメッセージに
少なくとも部分的に基づいて、前記ハイブリッドデバイスと関連付けられた少なくとも前
記ハイブリッド転送テーブルにポピュレートすることと、
　前記追加のハイブリッドデバイスに前記ハイブリッドデバイスと関連付けられた前記ハ
イブリッド転送テーブルを送信することと、
　をさらに備える、請求項３１に記載の非一時的な機械によって読み取り可能な記憶媒体
。
【請求項３７】
　前記動作は、
　前記追加のハイブリッドデバイスから受信された前記トポロジーメッセージに少なくと
も部分的に基づいて、前記無線転送テーブルにポピュレートすること
　をさらに備える、請求項３６に記載の非一時的な機械によって読み取り可能な記憶媒体
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願
　本出願は、米国仮特許出願一連番号第６１／５６４，０５４号（出願日：２０１１年１
１月２８日）及び米国特許出願一連番号第１３／６８６，８３０号（出願日：２０１２年
１１月２７日）の優先権上の利益を主張するものである。
【０００２】
　本発明の主題の実施形態は、概して、通信ネットワーク分野に関するものである。本発
明の主題の実施形態は、より具体的には、ハイブリッド通信ネットワークにおける無線ブ
リッジング（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｂｒｉｄｇｉｎｇ）を実装することに関するものである
。
【背景技術】
【０００３】
　ハイブリッド通信ネットワークは、典型的には、複数のネットワーキング技術（例えば
、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）技術、電力線通信技術、イーサネット（
登録商標）、等）を実装する複数のネットワークデバイスを備える。典型的には、通信メ
カニズム及びプロトコル詳細（例えば、デバイス及びトポロジー発見、その他のネットワ
ークへのブリッジング、等）は、各々のネットワーキング技術に特有である。複数のネッ
トワーキング技術が、典型的には、異なるネットワーク技術とメディア間でフレームを転
送するブリッジング可能なネットワークデバイスを用いて相互接続されて単一の拡張され
た通信ネットワークを形成する。ハイブリッド通信ネットワークは、典型的には、２つの
ハイブリッドデバイス間での複数のフレーム引き渡しルートを提示する。
【発明の概要】
【０００４】
　ハイブリッド通信ネットワークにおいて無線ブリッジングを実装するための様々な実施
形態が開示される。幾つかの実施形態では、方法は、第１のハイブリッドデバイスの複数
のネットワークインタフェースのうちの第１のネットワークインタフェースにおいて、ハ
イブリッド通信ネットワークの行先デバイスへの送信のために第１のフレームフォーマッ
トの第１のデータフレームを受信することと、第１のハイブリッドデバイスのハイブリッ
ド層と関連付けられたハイブリッド転送テーブルに少なくとも部分的に基づいて複数のネ
ットワークインタフェースのうちの第２のネットワークインタフェースを介して第１のデ
ータフレームを転送することを決定することと、第２のネットワークインタフェースは無
線ネットワークインタフェースであると決定することと、第２のネットワークインタフェ
ースと関連付けられた無線転送テーブルに少なくとも部分的に基づいてハイブリッド通信
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ネットワークの第２のネットワークデバイスに第１のデータフレームを転送することを決
定することと、第１のデータフレーム、第１のハイブリッドデバイス、及び第２のネット
ワークデバイスに少なくとも部分的に基づいて無線フレームフォーマットにより第２のデ
ータフレームを生成することと、第２のネットワークインタフェースから第２のネットワ
ークデバイスに第２のデータフレームを送信することと、を備える。
【０００５】
　幾つかの実施形態では、第２のネットワークインタフェースを介して第１のデータフレ
ームを転送することを該決定することは、第１のハイブリッドデバイスと関連付けられた
ハイブリッド層で行われ、第１のデータフレームを第２のネットワークデバイスに転送す
るのを該決定することは、第１のハイブリッドデバイスの第２のネットワークインタフェ
ースで行われる。
【０００６】
　幾つかの実施形態では、その方法は、第２のネットワークインタフェースと関連付けら
れた無線モジュールは、アクセスポイント動作モードで構成されるかどうかを決定するこ
とと、第２のネットワークインタフェースと関連付けられた無線モジュールは、アクセス
ポイント動作モードで構成されると決定したことに応答して、第２のネットワークデバイ
スの無線ネットワークインタフェースに第１のデータフレームを転送することを決定する
ことであって、第２のネットワークデバイスの無線ネットワークインタフェースと関連付
けられた無線モジュールはクライアント動作モードで構成されることと、第２のネットワ
ークインタフェースと関連付けられた無線モジュールはクライアント動作モードで構成さ
れると決定したことに応答して、第１のハイブリッドデバイスの無線モジュールが接続さ
れるアクセスポイントの無線ネットワークインタフェースに第１のデータフレームを転送
することを決定することと、をさらに備える。
【０００７】
　幾つかの実施形態では、その方法は、第１のハイブリッドデバイスの第２のネットワー
クインタフェース及び第２のネットワークデバイスの無線ネットワークインタフェースが
クライアント動作モードで構成されると決定することと、第１のハイブリッドデバイスの
第２のネットワークインタフェース及び第２のネットワークデバイスの無線ネットワーク
インタフェースが直接通信リンクをサポートするかどうかを決定することと、第１のハイ
ブリッドデバイスの第２のネットワークインタフェース及び第２のネットワークデバイス
の無線ネットワークインタフェースが直接通信リンクをサポートすると決定したことに応
答して、直接通信リンクを介して第１のハイブリッドデバイスの第２のネットワークイン
タフェースから第２のネットワークデバイスの無線ネットワークインタフェースに第２の
データフレームを直接送信することと、第１のハイブリッドデバイスの第２のネットワー
クインタフェース及び第２のネットワークデバイスの無線ネットワークインタフェースが
直接通信リンクをサポートしないと決定したことに応答して、第２のネットワークデバイ
スの無線ネットワークインタフェースへの引き続きの送信のために第１のハイブリッドデ
バイスの第２のネットワークインタフェースに接続されたアクセスポイントに第２のデー
タフレームを送信することと、をさらに備える。
【０００８】
　幾つかの実施形態では、無線フレームフォーマットにより第２のデータフレームを該生
成することは、第１のハイブリッドデバイスが行先デバイスへの送信のために第１のデー
タフレームを生成したソースデバイスであるかどうかを決定することと、第１のハイブリ
ッドデバイスが行先デバイスへの送信のために第１のデータフレームを生成したソースデ
バイスであると決定したことに応答して、３アドレス無線フレームフォーマットにより第
２のデータフレームを生成することであって、第２のデータフレームは、第１のハイブリ
ッドデバイスのアドレスと、第２のネットワークデバイスのアドレスと、行先デバイスの
アドレスとを備えることと、を備える。
【０００９】
　幾つかの実施形態では、第１のハイブリッドデバイスが行先デバイスへの送信のための
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第１のデータフレームを生成したソースデバイスでないと決定したことに応答して、その
方法は、第２のネットワークデバイスは第１のデータフレームの対象となっている行先デ
バイスであるかどうかを決定することと、第２のネットワークデバイスは第１のデータフ
レームの対象となっている行先デバイスであると決定したことに応答して、３アドレス無
線フレームフォーマットにより第２のデータフレームを生成することであって、第２のデ
ータフレームは、ソースデバイスのアドレスと、第１のハイブリッドデバイスのアドレス
と、第２のネットワークデバイスのアドレスとを備えることと、第２のネットワークデバ
イスが第１のデータフレームの対象となる行先デバイスではなく及び第１のハイブリッド
デバイスは第１のデータフレームを生成したソースデバイスでないと決定したことに応答
して、４アドレス無線フレームフォーマットにより第２のデータフレームを生成すること
であって、第２のデータフレームは、ソースデバイスのアドレスと、第１のハイブリッド
デバイスのアドレスと、第２のネットワークデバイスのアドレスと、行先デバイスのアド
レスと、を備えることと、をさらに備える。
【００１０】
　幾つかの実施形態では、その方法は、第１のハイブリッドデバイスの第２のネットワー
クインタフェースにおいて第２のネットワークデバイスからブロードキャストフレームを
受信することであって、第１のハイブリッドデバイスの無線モジュールは、クライアント
動作モードで構成され、第２のネットワークデバイスの無線モジュールは、アクセスポイ
ント動作モードで構成されることと、ブロードキャストフレームはブロードキャストのた
めに第２のネットワークインタフェースから第２のネットワークデバイスに以前に送信さ
れたものであるかどうかを決定することと、ブロードキャストフレームが第２のネットワ
ークインタフェースから第２のネットワークデバイスに以前に送信されたものであると決
定したことに応答して、第２のネットワークインタフェースにおいてブロードキャストフ
レームを廃棄することと、ブロードキャストフレームが第２のネットワークインタフェー
スから第２のネットワークデバイスに以前に送信されたものでないと決定したことに応答
して、処理のため及び第１のハイブリッドデバイスの複数のネットワークインタフェース
のうちのその他を介しての引き続きのブロードキャストのために第１のハイブリッドデバ
イスのハイドリッド層に受信されたブロードキャストフレームを提供することと、をさら
に備える。
【００１１】
　幾つかの実施形態では、第１のハイブリッドデバイスの第２のネットワークインタフェ
ースにおいて第２のネットワークデバイスからブロードキャストフレームを該受信するこ
とに応答して、その方法は、受信されたブロードキャストフレーム内のオリジナルソース
アドレスフィールドに少なくとも部分的に基づいて第１のハイブリッドデバイスの第２の
ネットワークインタフェースにおいてブロードキャストフレームをフィルタリングするこ
とであって、無線転送テーブルは、第２のネットワークインタフェースを通じて到達可能
である１つ以上のネットワークデバイスを示す表示を備えることと、オリジナルソースア
ドレスフィールドが第２のネットワークインタフェースを通じて到達可能である１つ以上
のネットワークデバイスのうちの１つと関連付けられたアドレスを備えると決定したこと
に応答して、第２のネットワークインタフェースにおいてブロードキャストフレームを廃
棄することと、をさらに備える。
【００１２】
　幾つかの実施形態では、その方法は、第１のハイブリッドデバイスの第２のネットワー
クインタフェースにおいて、インジケータフィールドをブロードキャストフレームに挿入
することであって、インジケータフィールドは、第１のハイブリッドデバイスの第２のネ
ットワークインタフェースが第２のネットワークデバイスにブロードキャストフレームを
送信することを示すことと、第１のハイブリッドデバイスの第２のネットワークインタフ
ェースから第２のネットワークデバイスにブロードキャストフレームを送信することと、
第２のネットワークデバイスから第１のハイブリッドデバイスの第２のネットワークイン
タフェースにおいてブロードキャストフレームを該受信することに応答して、ブロードキ
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ャストフレームがブロードキャストのために第２のネットワークインタフェースから第２
のネットワークデバイスに以前に送信されたものであるかどうかを該決定することは、受
信されたブロードキャストフレームが第２のネットワークインタフェースで挿入されたイ
ンジケータフィールドを備えるかどうかを決定することを備えることと、をさらに備える
。
【００１３】
　幾つかの実施形態では、第１のネットワークインタフェースは、イーサネットインタフ
ェース又は電力線通信インタフェースであり、第２のネットワークインタフェースは、無
線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）インタフェースである。
【００１４】
　幾つかの実施形態では、第２のデータフレームを該生成することは、無線フレームフォ
ーマットにより第１のデータフレームを変更することを備える。
【００１５】
　幾つかの実施形態では、ハイブリッド通信ネットワークは、ＩＥＥＥ　Ｐ１９０５．１
通信ネットワークを備える。
【００１６】
　幾つかの実施形態では、第１のデータフレームを該受信することは、ハイブリッド通信
ネットワークの第１の通信ネットワークセグメントを介して第１のデータフレームを受信
することを備え、第２のデータフレームを該送信することは、ハイブリッド通信ネットワ
ークの第２の通信ネットワークセグメントを介して第２のデータフレームを送信すること
を備え、第２の通信ネットワークセグメントは、無線ネットワークセグメントである。
【００１７】
　幾つかの実施形態では、その方法は、第１のハイブリッドデバイスにおいて、ハイブリ
ッド通信ネットワークの１つ以上のその他のハイブリッドデバイスから１つ以上のトポロ
ジーメッセージを受信することであって、１つ以上のトポロジーメッセージは、１つ以上
のその他のハイブリッドデバイスと関連付けられた情報を備えることと、１つ以上のその
他のハイブリッドデバイスから受信された１つ以上のトポロジーメッセージに少なくとも
部分的に基づいて第１のハイブリッドデバイスと関連付けられた少なくともハイブリッド
転送テーブルにポピュレート（ｐｏｐｕｌａｔｅ）することと、第１のハイブリッドデバ
イスと関連付けられたハイブリッド転送テーブルを１つ以上のその他のハイブリッドデバ
イスに送信することと、をさらに備える。
【００１８】
　幾つかの実施形態では、その方法は、１つ以上のその他のハイブリッドデバイスから受
信された１つ以上のトポロジーメッセージに少なくとも部分的に基づいて無線転送テーブ
ルにポピュレートすることをさらに備える。
【００１９】
　幾つかの実施形態では、その方法は、第１のハイブリッドデバイスにおいて、少なくと
も、第１のハイブリッドデバイスに関する情報と、第１のハイブリッドデバイスに接続さ
れた１つ以上のネットワークデバイスに関する情報と、を備える１つ以上のトポロジーメ
ッセージを生成することと、第１のハイブリッドデバイスからハイブリッド通信ネットワ
ークのその他のハイブリッドデバイスに１つ以上のトポロジーメッセージをブロードキャ
ストすることと、をさらに備える。
【００２０】
　幾つかの実施形態では、第１のハイブリッドデバイスと関連付けられた１つ以上のトポ
ロジーメッセージは、第１のハイブリッドデバイスの複数のネットワークインタフェース
、複数のネットワークインタフェースの各々と関連付けられた転送能力、第１のハイブリ
ッドデバイスに接続された１つ以上のネットワークデバイス、第１のハイブリッドデバイ
スの少なくとも無線ネットワークインタフェースがフレーム転送をサポートするかどうか
、第１のハイブリッドデバイスの無線ネットワークインタフェースによってサポートされ
る無線フレームフォーマット、及びリンクメトリック情報を示す表示うちの１つ以上を備
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える。
【００２１】
　幾つかの実施形態では、１つ以上のトポロジーメッセージは、第１のハイブリッドデバ
イスの第２のネットワークインタフェースが、フレーム転送、第２のネットワークインタ
フェースによってサポートされる無線フレームフォーマット、及び第２のネットワークイ
ンタフェースによってサポートされる通信リンクセットアップをサポートする無線ネット
ワークインタフェースであることを示す表示を備える。
【００２２】
　幾つかの実施形態では、第２のネットワークインタフェースによってサポートされる通
信リンクセットアップは、第２のネットワークインタフェースが直接リンク無線通信をサ
ポートするかどうかを示す。
【００２３】
　幾つかの実施形態では、その方法は、ハイブリッド通信ネットワークの中央のコーディ
ネータに対して、第１のハイブリッドデバイスと関連付けられた情報および第１のハイブ
リッドデバイスに接続された１つ以上のネットワークデバイスを示す表示を送信すること
と、中央のコーディネータから、第１のハイブリッドデバイスと関連付けられたハイブリ
ッド転送テーブル及びハイブリッド通信ネットワークの対応する１つ以上のその他のハイ
ブリッドデバイスと関連付けられた１つ以上のハイブリッド転送テーブルを受信すること
と、をさらに備える。
【００２４】
　幾つかの実施形態では、ハイブリッドデバイスは、複数のネットワークインタフェース
と、複数のネットワークインタフェースに結合された通信ユニットと、を備え、通信ユニ
ットは、複数のネットワークインタフェースのうちの第１のネットワークインタフェース
において、ハイブリッド通信ネットワークの行先デバイスへの送信ために第１のフレーム
フォーマットで第１のデータフレームを受信し、ハイブリッドデバイスのハイブリッド層
と関連付けられたハイブリッド転送テーブルに少なくとも部分的に基づいて複数のネット
ワークインタフェースのうちの第２のネットワークインタフェースを介して第１のデータ
フレームを転送することを決定し、第２のネットワークインタフェースは、無線ネットワ
ークインタフェースであると決定し、第２のネットワークインタフェースと関連付けられ
た無線転送テーブルに少なくとも部分的に基づいてハイブリッド通信ネットワークの第２
のネットワークデバイスに第１のデータフレームを転送することを決定し、第１のデータ
フレーム、ハイブリッドデバイス、及び第２のネットワークデバイスに少なくとも部分的
に基づいて無線フレームフォーマットにより第２のデータフレームを生成し、及び第２の
ネットワークインタフェースから第２のネットワークデバイスに第２のデータフレームを
送信するために動作可能である。
【００２５】
　幾つかの実施形態では、通信ユニットは、第２のネットワークインタフェースと関連付
けられた無線モジュールがアクセスポイント動作モードで構成されるかどうかを決定し、
第２のネットワークインタフェースと関連付けられた無線モジュールがアクセスポイント
動作モードで構成されると決定したことに応答して、第２のネットワークデバイスの無線
ネットワークインタフェースに第１のデータフレームを転送し、及び、第２のネットワー
クインタフェースと関連付けられた無線モジュールがクライアント動作モードで構成され
ると決定したことに応答して、ハイブリッドデバイスの無線モジュールが接続されるアク
セスポイントの無線ネットワークインタフェースに第１のデータフレームを転送すること
を決定するためにさらに動作可能であり、第２のネットワークデバイスの無線ネットワー
クインタフェースと関連付けられた無線モジュールは、クライアント動作モードで構成さ
れる。
【００２６】
　幾つかの実施形態では、通信ユニットは、ハイブリッドデバイスの第２のネットワーク
インタフェース及び第２のネットワークデバイスの無線ネットワークインタフェースがク
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ライアント動作モードで構成されると決定し、ハイブリッドデバイスの第２のネットワー
クインタフェース及び第２のネットワークデバイスの無線ネットワークインタフェースが
直接通信リンクをサポートするかどうかを決定し、ハイブリッドデバイスの第２のネット
ワークインタフェース及び第２のネットワークデバイスの無線ネットワークインタフェー
スが直接通信リンクをサポートすると決定したことに応答して、直接通信リンクを介して
第２のネットワークインタフェースから第２のネットワークデバイスの無線ネットワーク
インタフェースに第２のデータフレームを直接送信し、及び、ハイブリッドデバイスの第
２のネットワークインタフェース及び第２のネットワークデバイスの無線ネットワークイ
ンタフェースが直接通信リンクをサポートしないと決定したことに応答して、第２のネッ
トワークデバイスの無線ネットワークインタフェースへの引き続きの送信のために第２の
ネットワークインタフェースに接続されたアクセスポイントに第２のデータフレームを送
信するためにさらに動作可能である。
【００２７】
　幾つかの実施形態では、無線フレームフォーマットにより第２のデータフレームを生成
するために動作可能である通信ユニットは、ハイブリッドデバイスが行先デバイスへの送
信のために第１のデータフレームを生成したソースデバイスであるかどうかを決定し、ハ
イブリッドデバイスが第１のデータフレームを生成したソースデバイスであると決定した
ことに応答して、３アドレス無線フレームフォーマットにより第２のデータフレームを生
成し、ハイブリッドデバイスが第１のデータフレームを生成したソースデバイスでないと
決定したことに応答して、第２のネットワークデバイスが第１のデータフレームの対象で
ある行先デバイスであるかどうかを決定し、３アドレス無線フレームフォーマットにより
第２のデータフレームを生成し、ハイブリッドデバイスが第１のデータフレームを生成し
たソースデバイスでないと決定したことに応答し、第２のネットワークデバイスが第１の
データフレームの対象である行先デバイスであるかどうかを決定し、第２のネットワーク
デバイスが第１のデータフレームの対象である行先デバイスであると決定したことに応答
し、３アドレス無線フレームフォーマットにより第２のデータフォーマットを生成し、及
び、第２のネットワークデバイスが第１のデータフレームの対象である行先デバイスでな
い及びハイブリッドデバイスが第１のデータフレームを生成したソースデバイスでないと
決定したことに応答して、４アドレス無線フレームフォーマットにより第２のデータフォ
ーマットを生成するために動作可能な通信ユニットを備え、第２のデータフレームは、ハ
イブリッドデバイスのアドレスと、第２のネットワークデバイスのアドレスと、行先デバ
イスのアドレスと、を備え、第２のデータフレームは、ソースデバイスのアドレスと、ハ
イブリッドデバイスのアドレスと、第２のネットワークデバイスのアドレスとを備え、第
２のデータフレームは、ソースデバイスのアドレスと、ハイブリッドデバイスのアドレス
と、第２のネットワークデバイスのアドレスと、行先デバイスのアドレスと、を備える。
【００２８】
　幾つかの実施形態では、通信ユニットは、第２のネットワークデバイスから第２のネッ
トワークインタフェースにおいてブロードキャストフレームを受信し、ブロードキャスト
フレームがブロードキャストのために第２のネットワークインタフェースから第２のネッ
トワークデバイスに以前に送信されたものであるかどうかを決定し、ブロードキャストフ
レームが第２のネットワークインタフェースから第２のネットワークデバイスに以前に送
信されたものであると決定したことに応答して、第２のネットワークインタフェースにお
いてブロードキャストフレームを廃棄し、及び、ブロードキャストフレームが第２のネッ
トワークインタフェースから第２のネットワークデバイスに以前に送信されたものでない
と決定したことに応答して、処理のために及びハイブリッドデバイスの複数のネットワー
クインタフェースのうちのその他を介しての引き続きのブロードキャストのためにハイブ
リッドデバイスのハイブリッド層に受信されたブロードキャストフレームを提供するため
にさらに動作可能であり、ハイブリッドデバイスの無線モジュールはクライアント動作モ
ードで構成され、第２のネットワークデバイスの無線モジュールは、アクセスポイント動
作モードで構成される。
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【００２９】
　幾つかの実施形態では、第１のデータフレームを受信するために動作可能な通信ユニッ
トは、ハイブリッド通信ネットワークの第１の通信ネットワークセグメントを介して第１
のデータフレームを受信するために動作可能な通信ユニットを備え、第２のデータフレー
ムを送信するために動作可能な通信ユニットは、ハイブリッド通信ネットワークの第２の
通信ネットワークセグメントを介して第２のデータフレームを送信するために動作可能な
通信ユニットを備え、第２の通信ネットワークセグメントは、無線ネットワークセグメン
トである。
【００３０】
　幾つかの実施形態では、通信ユニットは、ハイブリッド通信ネットワークの１つ以上の
その他のハイブリッドデバイスから１つ以上のトポロジーメッセージを受信し、１つ以上
のその他のハイブリッドデバイスから受信された１つ以上のトポロジーメッセージに少な
くとも部分的に基づいて少なくともハイブリッド転送テーブルにポピュレートし、及び、
１つ以上のその他のハイブリッドデバイスにハイブリッド転送テーブルを送信するために
さらに動作可能であり、１つ以上のトポロジーメッセージは、１つ以上のその他のハイブ
リッドデバイスと関連付けられた情報を備える。
【００３１】
　幾つかの実施形態では、通信ユニットは、１つ以上のその他のハイブリッドデバイスか
ら受信された１つ以上のトポロジーメッセージに少なくとも部分的に基づいて無線転送テ
ーブルにポピュレートするためにさらに動作可能である。
【００３２】
　幾つかの実施形態では、通信ユニットは、少なくとも、ハイブリッドデバイスに関する
情報と、ハイブリッドデバイスに接続された１つ以上のネットワークデバイスに関する情
報と、を備える１つ以上のトポロジーメッセージを生成し、及び、ハイブリッド通信ネッ
トワークのその他のハイブリッドデバイスに１つ以上のトポロジーメッセージをブロード
キャストするためにさらに動作可能である。
【００３３】
　幾つかの実施形態では、ハイブリッドデバイスと関連付けられた１つ以上のトポロジー
メッセージは、ハイブリッドデバイスの複数のネットワークインタフェース、複数のネッ
トワークインタフェースの各々と関連付けられた転送能力、ハイブリッドデバイスに接続
された１つ以上のネットワークデバイス、ハイブリッドデバイスの少なくとも無線ネット
ワークインタフェースがフレーム転送をサポートするかどうか、ハイブリッドデバイスの
無線ネットワークインタフェースによってサポートされる無線フレームフォーマット、及
びリンクメトリック情報を示す表示うちの１つ以上を備える。
【００３４】
　幾つかの実施形態では、１つ以上のプロセッサによって実行されたときに、ハイブリッ
ド通信ネットワークの第１のハイブリッドデバイスの複数のネットワークインタフェース
のうちの第１のネットワークインタフェースにおいて第１のフレームフォーマットの第１
のデータフレームを受信することと、第１のハイブリッドデバイスのハイブリッド層と関
連付けられたハイブリッド転送テーブルに少なくとも部分的に基づいて複数のネットワー
クインタフェースのうちの第２のネットワークインタフェースを介して第１のデータフレ
ームを転送することを決定することと、第２のネットワークインタフェースが無線ネット
ワークインタフェースであると決定することと、第１のハイブリッドデバイスの第２のネ
ットワークインタフェースと関連付けられた無線転送テーブルに少なくとも部分的に基づ
いてハイブリッド通信ネットワークの第２のネットワークデバイスに第１のデータフレー
ムを転送することを決定することと、第１のデータフレーム、第１のハイブリッドデバイ
ス、及び第２のネットワークデバイスに少なくとも部分的に基づいて無線フレームフォー
マットにより第２のデータフレームを生成することと、第１のハイブリッドデバイスの第
２のネットワークインタフェースから第２のネットワークデバイスに第２のデータフレー
ムを送信することと、を備える動作を行うことを１つ以上のプロセッサに行わせる命令が
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格納されている１つ以上の機械によって読み取り可能な記憶媒体。
【００３５】
　幾つかの実施形態では、それらの動作は、第２のネットワークインタフェースと関連付
けられた無線モジュールがアクセスポイント動作モードで構成されるかどうかを決定する
ことと、第２のネットワークインタフェースと関連付けられた無線モジュールがアクセス
ポイント動作モードで構成されると決定したことに応答して、第２のネットワークデバイ
スの無線ネットワークインタフェースに第１のデータフレームを転送することを決定する
ことであって、第２のネットワークデバイスの無線ネットワークインタフェースと関連付
けられた無線モジュールは、クライアント動作モードで構成されることと、第２のネット
ワークインタフェースと関連付けられた無線モジュールがクライアント動作モードで構成
されると決定したことに応答して、第１のハイブリッドデバイスの無線モジュールが接続
されているアクセスポイントの無線ネットワークインタフェースに第１のデータフレーム
を転送することを決定することと、をさらに備える。
【００３６】
　幾つかの実施形態では、それらの動作は、第１のハイブリッドデバイスの第２のネット
ワークインタフェース及び第２のネットワークデバイスの無線ネットワークインタフェー
スがクライアント動作モードで構成されると決定することと、第１のハイブリッドデバイ
スの第２のネットワークインタフェース及び第２のネットワークデバイスの無線ネットワ
ークインタフェースが直接通信リンクをサポートするかどうかを決定することと、第１の
ハイブリッドデバイスの第２のネットワークインタフェース及び第２のネットワークデバ
イスの無線ネットワークインタフェースが直接通信リンクをサポートすると決定したこと
に応答して、直接通信リンクを介して第１のハイブリッドデバイスの第２のネットワーク
インタフェースから第２のネットワークデバイスの無線ネットワークインタフェースに第
２のデータフレームを直接送信することと、第１のハイブリッドデバイスの第２のネット
ワークインタフェース及び第２のネットワークデバイスの無線ネットワークインタフェー
スが直接通信リンクをサポートしないと決定したことに応答して、第２のネットワークデ
バイスの無線ネットワークインタフェースへの引き続きの送信のために第１のハイブリッ
ドデバイスの第２のネットワークインタフェースに接続されたアクセスポイントに第２の
データフレームを送信することと、をさらに備える。
【００３７】
　幾つかの実施形態では、無線フレームフォーマットにより第２のデータフレームを生成
する該動作は、第１のハイブリッドデバイスがハイブリッド通信ネットワークの行先デバ
イスへの送信のために第１のデータフレームを生成したソースデバイスであるかどうかを
決定することと、第１のハイブリッドデバイスが第１のデータフレームを生成したソース
デバイスであると決定したことに応答して、３アドレス無線フレームフォーマットにより
第２のデータフレームを生成することであって、第２のデータフレームは、第１のハイブ
リッドデバイスのアドレスと、第２のネットワークデバイスのアドレスと、行先デバイス
のアドレスとを備えることと、第１のハイブリッドデバイスが第１のデータフレームを生
成したソースデバイスでないと決定したことに応答して、第２のネットワークデバイスは
、第１のデータフレームの対象となっている行先デバイスであるかどうかを決定すること
と、第２のネットワークデバイスは第１のデータフレームの対象となっている行先デバイ
スであると決定したことに応答して、３アドレス無線フレームフォーマットにより第２の
データフレームを生成することであって、第２のデータフレームは、ソースデバイスのア
ドレスと、第１のハイブリッドデバイスのアドレスと、第２のネットワークデバイスのア
ドレスとを備えることと、第２のネットワークデバイスが第１のデータフレームの対象と
なる行先デバイスではなく及び第１のハイブリッドデバイスは第１のデータフレームを生
成したソースデバイスでないと決定したことに応答して、４アドレス無線フレームフォー
マットにより第２のデータフレームを生成することであって、第２のデータフレームは、
ソースデバイスのアドレスと、第１のハイブリッドデバイスのアドレスと、第２のネット
ワークデバイスのアドレスと、行先デバイスのアドレスと、を備えることと、をさらに備
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える。
【００３８】
　幾つかの実施形態では、それら動作は、第２のネットワークインタフェースにおいて第
２のネットワークデバイスからブロードキャストフレームを受信することであって、第１
のハイブリッドデバイスの無線モジュールは、クライアント動作モードで構成され、第２
のネットワークデバイスの無線モジュールは、アクセスポイント動作モードで構成される
ことと、ブロードキャストフレームはブロードキャストのために第２のネットワークイン
タフェースから第２のネットワークデバイスに以前に送信されたものであるかどうかを決
定することと、ブロードキャストフレームが第２のネットワークインタフェースから第２
のネットワークデバイスに以前に送信されたものであると決定したことに応答して、第２
のネットワークインタフェースにおいてブロードキャストフレームを廃棄することと、ブ
ロードキャストフレームが第２のネットワークインタフェースから第２のネットワークデ
バイスに以前に送信されたものでないと決定したことに応答して、処理のため及び第１の
ハイブリッドデバイスの複数のネットワークインタフェースのうちのその他を介しての引
き続きのブロードキャストのために第１のハイブリッドデバイスのハイドリッド層に受信
されたブロードキャストフレームを提供することと、をさらに備える。
【００３９】
　幾つかの実施形態では、それらの動作は、第１のハイブリッドデバイスにおいて、ハイ
ブリッド通信ネットワークの１つ以上のその他のハイブリッドデバイスから１つ以上のト
ポロジーメッセージを受信することであって、１つ以上のトポロジーメッセージは、１つ
以上のその他のハイブリッドデバイスと関連付けられた情報を備えることと、１つ以上の
その他のハイブリッドデバイスから受信された１つ以上のトポロジーメッセージに少なく
とも部分的に基づいて第１のハイブリッドデバイスと関連付けられた少なくともハイブリ
ッド転送テーブルにポピュレートすることと、１つ以上のその他のハイブリッドデバイス
に第１のハイブリッドデバイスと関連付けられたハイブリッド転送テーブルを送信するこ
とと、をさらに備える。
【００４０】
　幾つかの実施形態では、それらの動作は、１つ以上のその他のハイブリッドデバイスか
ら受信された１つ以上のトポロジーメッセージに少なくとも部分的に基づいて無線転送テ
ーブルにポピュレートすることをさらに備える。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
　本実施形態は、添付された図面を参照することによって当業者により良く理解され、及
び数多くの目的、特徴、及び利点が明らかになるであろう。
【図１】ハイブリッド通信ネットワークにおける無線ブリッジングメカニズムを示した概
念図例である。
【図２】ハイブリッド通信ネットワークにおいて無線ブリッジングを実装するハイブリッ
ドデバイスに関するプロトコルスタック例を示した概念図である。
【図３】ハイブリッド通信ネットワークにおける複数のネットワークデバイス間の無線ブ
リッジングメカニズムを示した概念図例である。
【図４】ハイブリッド通信ネットワークにおける無線ブリッジング動作例を示した流れ図
である。
【図５】図４の継続であり、ハイブリッド通信ネットワークにおける無線ブリッジング動
作例も示す。
【図６】ＷＬＡＮフレームフォーマットを選択するための実施形態例を示したテーブルで
ある。
【図７】無線ブリッジングメカニズムを含む電子デバイスの一実施形態のブロック図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００４２】
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　以下の説明は、本発明の主題の技法を採用する典型的なシステムと、方法と、技法と、
命令シーケンスと、コンピュータプログラム製品とを含む。しかしながら、説明される実
施形態は、これらの特定の詳細なしで実践可能であることが理解される。例えば、幾つか
の実施形態では、無線ブリッジングメカニズムは、無線ローカルエリアネットワーク（Ｗ
ＬＡＮ）セグメント（例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１ネットワークセグメント）と、電力
線ネットワークセグメント（例えば、ＨｏｍｅＰｌｕｇ（登録商標）ＡＶセグメント）と
、イーサネットセグメントと、を備えるハイブリッド通信ネットワークに関して実装する
ことができるが、その他の実施形態では、無線ブリッジングメカニズムは、その他の適切
なタイプの通信ネットワークを備えることができ及びその他の規格／プロトコル（例えば
、Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　ｏｖｅｒ　Ｃｏａｘ　Ａｌｌｉａｎｃｅ（ＭｏＣＡ）、ＷｉＭ
ＡＸ（登録商標）、等）を実装するハイブリッド通信ネットワークに関して実装すること
ができる。その他の例では、説明を不明瞭にしないようにするためによく知られた命令例
、プロトコル、構造、及び技法は詳細には示されていない。
【００４３】
　ハイブリッドデバイスは、複数のネットワークインタフェースを備え、それらの各々は
、ハイブリッド通信ネットワークの（可能な場合は別個の）通信ネットワークセグメント
にハイブリッドデバイスを結合する。ハイブリッドデバイス間に複数のインタフェースが
存在する結果として、ハイブリッド通信ネットワークにおける２つのハイブリッドデバイ
ス間に複数の通信ルートが存在することが可能である。ハイブリッド通信ネットワークは
、転送デバイス（“ブリッジ”とも呼ばれる）によって相互に接続された様々な有線及び
無線のネットワーキング技術を備えることができる。しかしながら、既存の無線ローカル
エリアネットワーク（ＷＬＡＮ）通信規格（例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１通信規格）は
、ＷＬＡＮアクセスポイント（ＡＰ）のみを介してブリッジングを可能にする。既存のＷ
ＬＡＮ通信規格では、ＷＬＡＮアクセスポイントは、ＷＬＡＮアクセスポイントと関連付
けられたＷＬＡＮクライアント局（“ＷＬＡＮ　ＳＴＡ”）を起源とするか又はＷＬＡＮ
アクセスポイントと関連付けられたＷＬＡＮクライアント局向けのフレームのみを転送す
るように構成される。換言すると、ＷＬＡＮアクセスポイントは、ソース又は行先がＷＬ
ＡＮアクセスポイントと関連付けられたＷＬＡＭアクセスポイントでなく又はＷＬＡＮク
ライアント局でもないフレームは転送することができない。既存のＷＬＡＮ通信規格には
該制限があるため、ハイブリッドネットワーキング環境におけるネットワークデバイスを
複数のネットワーキング技術間でブリッジするのは複雑になってしまうおそれがある。既
存のブリッジング技法は、複数のベンダー間で相互運用可能でなく、さらに、複数のネッ
トワーキング技術及びハイブリッドデバイス間で複数の送信ルートを有するハイブリッド
ネットワーキング環境専用であることができない。
【００４４】
　ハイブリッドデバイスは、ハイブリッド通信ネットワークの複数の通信ネットワークセ
グメント間でフレームを送信するためにハイブリッド通信ネットワークにおいてＷＬＡＮ
通信リンク（例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１通信リンク）を使用するように構成すること
ができる。幾つかの実施形態では、行先デバイスにフレームが送信されるべき送信ネット
ワークインタフェースを識別するようにハイブリッドデバイスのハイブリッドネットワー
キング層を構成することができる。ハイブリッドネットワーキング層は、送信ルート及び
フレームに関する送信ネットワークインタフェースを決定するためにハイブリッド転送テ
ーブルを使用することができる。送信ネットワークインタフェースがＷＬＡＮインタフェ
ースである場合は、ＷＬＡＮインタフェースは、フレームを送信すべき先であるＷＬＡＮ
クライアント局を識別するために（ハイブリッド転送テーブルと別個の）ＷＬＡＮ転送テ
ーブルを使用することができる。具体的には、ＷＬＡＮアクセスポイントは、典型的には
、複数のＷＬＡＮクライアント局に結合される（及び関連付けられる）。ＷＬＡＮアクセ
スポイントから（例えば、ハイブリッドデバイスのＷＬＡＮインタフェースから）フレー
ムを送信することを決定したことに応答して、ＷＬＡＮアクセスポイントは、フレームが
送信されるべき先である複数のＷＬＡＮクライアント局のうちの１つを識別することがで
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きる。次に、フレームは、送信するＷＬＡＮインタフェース及び／又は受信するＷＬＡＮ
インタフェースが送信ルートのエンドポイントであるかどうかに依存して３アドレスＷＬ
ＡＮフレームフォーマット又は４アドレスＷＬＡＮフレームフォーマットに変換すること
ができる（必要な場合）。ＷＬＡＮフレームフォーマットのフレームは、ハイブリッドデ
バイスのＷＬＡＮインタフェースから識別された受信する側のＷＬＡＮインタフェースに
送信することができる。以下においてさらに詳細に説明されるように、層２（例えば、メ
ディアアクセス制御（ＭＡＣ）層）転送／ブリッジング技法及び（例えば、ＩＥＥＥ８０
２．１１規格によって定義されるように）４アドレスフォーマットデータフレームを利用
するようにハイブリッドデバイスを構成することは、互いに無線で接続されていないデバ
イス間でのフレームの送信を可能にすることができる。該無線ブリッジングメカニズムは
、ハイブリッド通信ネットワークにおいてあらゆる対のネットワークデバイス間でのネッ
トワークトラフィックをブリッジするための無線通信リンク（例えば、ＩＥＥＥ８０２．
１１通信リンク）の利用を可能にすることができる。これは、システム、スループット、
フレーム引き渡し効率、及びインタフェース効率を向上させることができる。
　図１は、ハイブリッド通信ネットワーク１００における無線ブリッジングメカニズムを
示した概念図例である。ハイブリッド通信ネットワーク１００は、ハイブリッドデバイス
１０２及び１２０と、レガシーＷＬＡＮデバイス１２６と、を備える。ハイブリッドデバ
イス１０２は、通信ユニット１０４を備える。通信ユニット１０４は、ハイブリッドルー
ティングユニット１０６と、ハイブリッド転送テーブル１０８と、を備える。同様に、図
１には描かれていないが、ハイブリッドデバイス１２０は、ハイブリッドデバイス１０２
を参照して描かれるように、ハイブリッドルーティングユニットとハイブリッド転送テー
ブルとを含む通信ユニットを備えることもできる。幾つかの実装においては、ハイブリッ
ドデバイス１０２及び１２０は、ハイブリッドデバイスを複数の通信ネットワーク（ここ
では、通信ネットワークセグメント又はネットワークセグメントとも呼ばれる）に結合す
るために複数の通信プロトコル（ネットワーキング技術と呼ぶこともできる）を利用する
複数のネットワークインタフェースを備えることができる。図１の例では、ハイブリッド
デバイス１０２は、ハイブリッドデバイス１０２がイーサネットセグメント、電力線ネッ
トワークセグメント、及びＷＬＡＮセグメントにそれぞれ接続するのを可能にする３つの
ネットワークインタフェース－イーサネットインタフェース１１０、電力線通信（ＰＬＣ
）インタフェース１１２、及びＷＬＡＮインタフェース１１４、を備える。図１の例では
、ハイブリッドデバイス１２０は、ＷＬＡＮインタフェース１２２と、ＰＬＣインタフェ
ース１２４とを備える。その他の実施形態では、ハイブリッドデバイス１０２及び１２０
は、あらゆる適切な数の及びタイプのネットワークインタフェースを備えることができる
ことが注記される。図１において、ハイブリッドデバイス１０２のＷＬＡＮインタフェー
ス１１４は、ＷＬＡＮルーティングユニット１１６と、ＷＬＡＮ転送テーブル１１８とを
備える。図１には描かれていないが、ハイブリッドデバイス１２０のＷＬＡＮインタフェ
ース１２２は、ＷＬＡＮルーティングユニットと、ＷＬＡＮ転送テーブルとを備えること
もできる。幾つかの実施形態では、ＷＬＡＮインタフェース１１４（例えば、ハイブリッ
ドデバイス１０２のＷＬＡＮモジュール）は、ハイブリッド通信ネットワーク１００のＷ
ＬＡＮセグメントのアクセスポイントとして構成することができ、他方、ＷＬＡＮインタ
フェース１２２（例えば、ハイブリッドデバイス１２０のＷＬＡＮモジュール）は、ＷＬ
ＡＮセグメントのクライアント局として構成することができる。幾つかの実施形態では、
レガシーＷＬＡＮデバイス１２６は、ＷＬＡＮセグメントのＷＬＡＮクライアント局とし
て構成することができる。レガシーネットワークデバイスは、レガシーネットワークデバ
イスをハイブリッド通信ネットワーク１００の対応する単一のネットワークセグメント（
例えば、ＷＬＡＮセグメント）に結合する１つのネットワークインタフェースのみを構成
する非ハイブリッドデバイスであることができる（例えば、レガシーＷＬＡＮデバイス１
２６は、ＷＬＡＮインタフェースしか備えない）。
【００４５】
　幾つかの実施形態では、ハイブリッドデバイス１０２及び１２０は、各々、複数の通信
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プロトコル又はネットワーキング技術を実装するように構成された電子デバイス、例えば
、ラップトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、携帯電話、スマート機器、ゲー
ム用コンソール、アクセスポイント、デスクトップコンピュータ、又はその他の適切な電
子デバイス、であることができる。幾つかの実施形態では、ハイブリッドデバイス１０２
及び１２０の通信ユニットは、各々のハイブリッドデバイス１０２及び１２０のハイブリ
ッドネットワーキング層の一部として実装することができる。ハイブリッドデバイス１０
２及び１２０の通信ユニットは、ハイブリッド通信ネットワーク１００において通信プロ
トコル又はネットワーキング技術の少なくとも部分組を実装するように構成することがで
きる。ハイブリッドデバイス１０２及び１２０の通信ユニットは、各々を、ｓｙｓｔｅｍ
－ｏｎ－ａ－ｃｈｉｐ（ＳｏＣ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、又は各々のハイ
ブリッドデバイスでのネットワーク通信を可能にする他の適切な集積回路上に実装するこ
とができる。幾つかの実施形態では、通信ユニットは、各々を、各々のハイブリッドデバ
イスの１つ以上の回路基板上の１つ以上の集積回路内に実装することができる。同様に、
レガシーＷＬＡＮデバイス１２６も通信能力を有する適切な電子デバイスであることがで
きる。レガシーＷＬＡＮデバイス１２６の通信機能（例えば、ＷＬＡＮ通信機能）は、Ｓ
ｏＣ、ＡＳＩＣ、他の適切な集積回路、集積回路の組み合わせ、又は回路基板の組み合わ
せ上に実装することができる。
　一実装では、図２において描かれるように、ハイブリッドデバイス１０２及び１２０の
ネットワーキング機能は、国際標準化機構（ＩＳＯ）オープンシステム相互接続（ＯＳＩ
）基準モデルと一致する、“層化”アプローチ法を用いて小機能に分割することができる
。ネットワーキングプロトコル層の組は、“プロトコルスタック”と呼ぶことができる。
図２は、複数のネットワーキングインタフェースを実装するハイブリッドデバイスに関す
るプロトコルスタック例２００を描く。ハイブリッドデバイス１０２及び１２０は、図２
に描かれるのと同じ（又は同様の）プロトコルスタックを実装することができることが注
記される。図２のプロトコルスタック例２００では、ハイブリッドデバイスは、２つの通
信インタフェースと関連付けられる。従って、プロトコルスタック２００は、２つの物理
（ＰＨＹ）層２０２及び２０４と、対応する２つのメディアアクセス制御（ＭＡＣ）層２
０６及び２０８と、を備える。ＭＡＣ層２０６及びＰＨＹ層２０２は、ハイブリッドデバ
イスを１つの通信ネットワークセグメント（例えば、イーサネット）に結合する。同様に
、ＭＡＣ層２０８及びＰＨＹ層２０４は、ハイブリッドデバイスを他の通信ネットワーク
セグメント２２４（例えば、電力線通信ネットワーク）に結合する。通信ネットワークセ
グメント２２２及び２２４は、各々が、拡張されたブリッジされたネットワーク、例えば
、ハイブリッド通信ネットワーク、の一部分／セグメントであることができることが注記
される。プロトコルスタック２００は、ネットワーク層２１２を備える。ネットワーク層
２１２は、インターネットプロトコルバージョン４（ＩＰｖ４）通信プロトコル、インタ
ーネットプロトコルバージョン６（ＩＰｖ６）通信プロトコル、ＡｐｐｌｅＴａｌｋ（登
録商標）通信プロトコル、又はその他の適切なネットワーク層プロトコルを実装すること
ができる。プロトコルスタック２００は、ネットワーク層２１２とＭＡＣ層２０６及び２
０８との間の“ハイブリッドネットワーキング層”２１０も備える。一例では、図２にお
いて描かれるように、ハイブリッドネットワーキング層２１０は、ハイブリッドルーティ
ングユニット２２６と、ハイブリッド転送テーブル２２８と、を備えることができる。さ
らに、一例においては、ＭＡＣ層２０６及びＰＨＹ層２０２がハイブリッドデバイスを無
線ネットワークセグメント（例えば、ＷＬＡＮセグメント）に結合する無線インタフェー
ス（例えば、ＷＬＡＮインタフェース）の一部である場合は、ＭＡＣ層２０６及び／又は
ＰＨＹ層２０２は、無線転送テーブル２３０を備えることができる。以下の図１、３－６
においてさらに詳細に説明されるように、ハイブリッドルーティングユニット２２６は、
（例えば、ハイブリッド転送テーブル２２８に基づいて）行先デバイスへのフレーム送信
方法を決定することができ及びフレームの送信元であるネットワークインタフェースを識
別することができる。フレームが、（例えば、ＭＡＣ層２０６、ＰＨＹ層２０２、及びＷ
ＬＡＮセグメント２２２を介して）無線ネットワークインタフェースから送信されるよう
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にスケジューリングされている場合は、無線ネットワークインタフェースは、（例えば、
無線転送テーブル２３０に基づいて）行先デバイスへの引き続きの送信のために（必要な
場合）フレームをルーティングする先である受信する無線ネットワークデバイスを決定す
ることができる。プロトコルスタック２００は、ネットワーク層２１２にわたって動作す
るトランスポート層２１４も備える。トランスポート層２１４は、ハイブリッドデバイス
によって実装されたネットワーク層プロトコルに依存して、送信制御プロトコル（ＴＣＰ
）、ユーザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ）、又はその他の適切なトランスポート層プ
ロトコルを備えることができる。プロトコルスタック２００は、その他のアプリケーショ
ン／デバイスとの通信のためにその他のプロトコル層２０２乃至２１４を利用する３つの
アプリケーション２１６、２１８、及び２２０も描く（ｄｅｐｉｃｔ）。
【００４６】
　幾つかの実装においては、アプリケーション層（アプリケーション２１６、２１８、及
び２２０を備える）、トランスポート層２１４、及びネットワーク層２１２は、総称して
“上位プロトコル層”と呼ぶことができる。ＭＡＣ層２０６及び２０８及びＰＨＹ層２０
２及び２０４は、総称して“下位プロトコル層”と呼ぶことができる。ハイブリッドネッ
トワーキング層２１０は、ハイブリッドデバイスでの通信を管理するための機能を実装す
ることができ、単一の組の上位プロトコル層（例えば、実装された各ネットワークプロト
コルタイプに関する単一のネットワーク層２１２及び実装された各トランスポートプロト
コルタイプに関する単一のネットワーク層２１２）を有し、複数のネットワーキングイン
タフェース（例えば、複数のＰＨＹ層及びＭＡＣ層）を有する。一実装においては、ハイ
ブリッドネットワーキング層２１０は、ネットワーキングリソースを管理するために及び
プロトコルスタックの上位層にとってトランスペアレントである素早いパケットルート変
更を行うために基礎になるＭＡＣ層２０６及び２０８とインタフェースすることができる
。ハイブリッドネットワーキング層２１０は、あたかもハイブリッドデバイスが単一のＭ
ＡＣ層及び対応する単一のＰＨＹ層のみを備えるものとして上位プロトコル層が動作する
のを可能にすることもできる。図２において描かれるプロトコルスタック２００は、ハイ
ブリッドデバイス１０２及び１２０のアーキテクチャの一実施形態を例示するものである
ことが注記される。その他の実装では、ハイブリッドデバイス１０２及び１２０は、ネッ
トワーキング技術及び実装可能な任意選択のプロトコルに依存して、その他の適切な層又
は副層を備えることができる。例えば、幾つかのネットワーキング技術は、ＭＡＣ層上方
においてイーサネットコンバージェンス（ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ）層を実装することが
できる。他の例として、幾つかのネットワーキング技術は、論理的リンク制御（ＬＬＣ）
プロトコル層を含むことができる。さらに、１つ以上のその他の層が、図１及び３－６に
おいて説明される機能を実行することができる。上述される一例において、ＭＡＣ層２０
６及びＰＨＹ層２０２がＷＬＡＮセグメント２２２と関連付けられている場合は、幾つか
の実施形態では、ＭＡＣ層２０６及び／又はＰＨＹ層２０２は、ＷＬＡＮルーティングユ
ニット（示されていない）と、ＷＬＡＮ転送テーブル２３０と、を備えることができる。
しかしながら、その他の実施形態では、ハイブリッドネットワーキング層２１０は、ＷＬ
ＡＮ転送テーブル２３０を備えることができ又はＷＬＡＮルーティングユニットの少なく
とも幾つかの機能を実装することができる。図１を再度参照し、ステージＡ－Ｄにおいて
説明されるように、ハイブリッドデバイス１０２は、ハイブリッドネットワーキング層と
関連付けられたハイブリッド転送テーブル１０８に基づいて及びハイブリッドデバイス１
０２の無線ネットワークインタフェースと関連付けられたＷＬＡＮ転送テーブル１１８に
基づいて行先デバイスへのフレームルーティング方法を決定する。
【００４７】
　ステージＡにおいて、ハイブリッドデバイス１０２（例えば、ハイブリッドルーティン
グユニット１０６）は、ハイブリッドデバイス１０２のＷＬＡＮインタフェース１１４か
らフレームを送信することを決定する。幾つかの実施形態では、ハイブリッドデバイス１
０２又はハイブリッドデバイス１０２内の通信ユニット１０４は、行先デバイス（図１に
は示されていない）への送信のためのスケジューリングがされているフレームを生成する
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ことができる。この実施形態では、ハイブリッドデバイス１０２は、“ソースデバイス”
と呼ぶことができる。その他の実施形態では、ハイブリッドデバイス１０２は、行先デバ
イスへの転送のために他のネットワークデバイス（例えば、他のハイブリッドデバイス又
はレガシーデバイス）からフレームを受信することができる。（例えば、ハイブリッドデ
バイス１０２のハイブリッドネットワーキング層の一部として実装される）ハイブリッド
ルーティングユニット１０６は、ハイブリッド転送テーブル１０８にアクセスすること及
びハイブリッドデバイス１０２から行先デバイスへのフレームのルーティング方法を決定
することができる。ハイブリッドルーティングユニット１０６は、ハイブリッド転送テー
ブル１０８の内容に基づいてフレームに関する送信ルート及び送信ネットワークインタフ
ェースを識別することができる。図１の例では、ハイブリッドルーティングユニット１０
６は、フレームはハイブリッドデバイス１０２のＷＬＡＮインタフェース１１４から送信
されるべきであると決定することができる。
【００４８】
　ステージＢにおいて、ＷＬＡＮルーティングユニット１１６は、行先デバイスにフレー
ムをルーティングするためにフレームの送信先であるＷＬＡＮデバイスのうちの１つを識
別する。上述されるように、ＷＬＡＮ環境では、各ＷＬＡＮデバイスは、２つ以上のその
他のＷＬＡＮデバイスに接続することができる。例えば、ＷＬＡＮインタフェース１１４
がアクセスポイントとして構成される場合は、アクセスポイントは、複数のＷＬＡＮクラ
イアント局に接続することができる。他の例として、ＷＬＡＮインタフェース１１４がピ
ア・ツー・ピア（Ｐ２Ｐ）ＷＬＡＮセグメントの一部である場合は、ＷＬＡＮインタフェ
ース１１４は、複数のその他のＷＬＡＮ　Ｐ２Ｐクライアント局に接続することができる
。図１の例を参照し、ＷＬＡＮインタフェース１１４は、レガシーＷＬＡＮデバイス１２
６及びハイブリッドデバイス１２０のＷＬＡＮインタフェース１２２に接続される。ＷＬ
ＡＮセグメントにおいて（ＷＬＡＮインタフェース１１４からの送信がスケジューリング
されている）フレームをブロードキャストする代わりに、ＷＬＡＮルーティングユニット
１１６は、行先デバイスへの引き続きの送信のためにいずれのＷＬＡＮデバイスにフレー
ムを送信すべきかを決定するためにＷＬＡＮ転送テーブル１１８にアクセスすることがで
きる。換言すると、ＷＬＡＮルーティングユニット１１６は、レガシーＷＬＡＮデバイス
１２６又はハイブリッドデバイス１２０のＷＬＡＮインタフェース１２２のいずれにフレ
ームを転送すべきかを決定することができる。例えば、ＷＬＡＮ転送テーブル１１８は、
ＷＬＡＮインタフェース１１４からハイブリッドデバイス１２０のＷＬＡＮインタフェー
ス１２２にフレームを転送するように指示することができる。ハイブリッドデバイス１０
２のＷＬＡＮインタフェース１１４から送信されたフレームを受信するネットワークデバ
イス（ハイブリッドデバイス又はレガシーデバイス）は、“受信ネットワークデバイス”
と呼ばれる。幾つかの実施形態では、受信ネットワークデバイスは、フレームの最終的な
行先であることができる点が注記される。この実施形態では、受信ネットワークデバイス
１２０は、“行先デバイス”と呼ぶこともできる。しかしながら、その他の実施形態では
、受信ネットワークデバイスは、フレームの最終的な行先であることはできない。その代
わりに、受信ネットワークデバイスは、ハイブリッドデバイス１０２からフレームを受信
して送信ルートに沿って最終的な行先デバイスにフレームを転送する中間的なデバイス又
は転送デバイスであることができる。
【００４９】
　ステージＣにおいて、ＷＬＡＮルーティングユニット１１６は、識別されたＷＬＡＮデ
バイス１２０への送信のためにＷＬＡＮフレームフォーマットにフレームを変換する。幾
つかの実施形態では、ＷＬＡＮインタフェース１１４は、ＷＬＡＮフレームフォーマット
と異なるフォーマットであるフレームを受信することができる。例えば、ＷＬＡＮインタ
フェース１１４は、イーサネットフレームフォーマットのフレームを（例えば、ステージ
Ａにおいて）受信することができる。ハイブリッドデバイス１２０のＷＬＡＮインタフェ
ース１２２にフレームを送信することを決定したことに応答して、ＷＬＡＮルーティング
ユニット１１６は、イーサネットフレームフォーマットからＷＬＡＮフレームフォーマッ
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トにフレームを変換することができる。一実施形態では、ＷＬＡＮルーティングユニット
１１６は、ＷＬＡＮフレームフォーマットで新しいフレームを生成することができ及びイ
ーサネットフレームのペイロードを新しいＷＬＡＮフレーム内に含めることができる。他
の実施形態では、ＷＬＡＮルーティングユニット１１６は、受信されたイーサネットフレ
ームからイーサネットヘッダを剥ぎ取り、イーサネットフレームのペイロードをカプセル
化して該当するＷＬＡＮヘッダを添付してＷＬＡＮフレームを生成することができる。幾
つかの実施形態では、ＷＬＡＮルーティングユニット１１６は、３アドレスＷＬＡＮフレ
ームフォーマット又は４アドレスＷＬＡＮフレームフォーマットのいずれを使用すべきか
を決定することもできる。図３及び５においてさらに詳細に説明されるように、ハイブリ
ッドデバイス１０２（すなわち、ＷＬＡＮインタフェース１１４）がフレームのソースで
ある（すなわち、フレームを生成した）場合及び／又はハイブリッドデバイス１２０がフ
レームの最終的な行先である場合は、ＷＬＡＮルーティングユニット１１６は、３アドレ
スＷＬＡＮフレームフォーマットでＷＬＡＮフレームを生成することができる。そうでな
い場合は、ＷＬＡＮルーティングユニット１１６は、４アドレスＷＬＡＮフレームフォー
マットでＷＬＡＮフレームを生成することができる。その他の実施形態では、ハイブリッ
ドルーティングユニット１０６は、それのオリジナルのフレームフォーマットからＷＬＡ
Ｎフレームフォーマットにフレームを変換することができる（必要な場合）ことが注記さ
れる。
【００５０】
　ステージＤにおいて、ＷＬＡＮルーティングユニット１１６は、ハイブリッドデバイス
１２０の識別されたＷＬＡＮインタフェース１２２に対してＷＬＡＮフレームフォーマッ
トでフレームを送信する。以下において図３を参照してさらに説明されるように、ハイブ
リッドデバイス１２０は、ハイブリッド通信ネットワーク１００の他のネットワークデバ
イスに受信されたフレームをルーティングすべきかどうか及びルーティングする方法を決
定するためにハイブリッドデバイス１０２を参照して上述される同様の動作を実施するこ
とができる。
【００５１】
　図３は、ハイブリッド通信ネットワーク３００における複数のネットワークデバイス間
での無線ブリッジングメカニズムを示した概念図例である。ハイブリッド通信ネットワー
ク３００は、５つのネットワークデバイス３０２、３０４、３０６、３０８、及び３１０
を備える。図３の例では、ネットワークデバイス３０２、３０４、３０６、及び３１０は
、複数のネットワークインタフェースを備えるハイブリッドデバイスであり、他方、ネッ
トワークデバイス３０８は、単一のネットワークインタフェースを備えるレガシー（非ハ
イブリッド）デバイスである。ハイブリッドデバイス３０２は、ＰＬＣインタフェース３
１２と、イーサネットインタフェース３１４と、を備える。ハイブリッドデバイス３０４
は、イーサネットインタフェース３１６と、ＷＬＡＮ　ＡＰインタフェース３１８と、を
備える。ハイブリッドデバイス３０６は、ＷＬＡＮ　ＳＴＡインタフェース３２０と、イ
ーサネットインタフェース３２２と、を備える。ハイブリッドデバイス３１０は、ＷＬＡ
Ｎ　ＳＴＡインタフェース３２６と、ＰＬＣインタフェース３２８と、イーサネットイン
タフェース３３０と、を備える。レガシーデバイス３０８は、イーサネットインタフェー
ス３２４を備える。インタフェース３１４及び３１６は、ハイブリッド通信ネットワーク
３００の（例えば、おそらくハブによって接続された）共有されたイーサネットセグメン
ト３３２の一部である。インタフェース３２２、３２４、及び３３０は、ハイブリッド通
信ネットワーク３００の第２の共有されたイーサネットセグメント３３３の一部である。
共有されるイーサネットセグメント３３２及び３３３は、図３では破線によって表される
。インタフェース３１２及び３２８は、ハイブリッド通信ネットワーク３００の共有され
る電力線ネットワークセグメント３３４（図３では点線－破線によって表される）の一部
である。インタフェース３１８、３２０、及び３２６は、ハイブリッド通信ネットワーク
３００のＷＡＮセグメント３３６（図３ではベタ塗りの線によって表される）の一部であ
る。ハイブリッド通信ネットワーク３００では、ＷＬＡＮインタフェース３１８は、ＷＬ
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ＡＮセグメント３３６のアクセスポイントとして構成され、他方、ＷＬＡＮインタフェー
ス３２０及び３２６は、ＷＬＡＮセグメント３３６のＷＬＡＮクライアント局として構成
される。図３において、ＷＬＡＮクライアントインタフェース３２０及び３２６は、それ
ぞれ、ＷＬＡＮ　ＡＰインタフェース３１８と関連付けられ（及びＷＬＡＮ　ＡＰインタ
フェース３１８に接続される）。伝統的なＷＬＡＮインフラストラクチャネットワークで
は、ＷＬＡＮ　ＡＰインタフェース３１８からＷＬＡＮクライアント（又はＳＴＡ）イン
タフェース３２０への通信リンク及びＷＬＡＮ　ＡＰインタフェース３１８からＷＬＡＮ
クライアントインタフェース３２６への通信リンクは、その他のデバイスに関するトラフ
ィックをブリッジするために使用することができない（例えば、ハイブリッドデバイス３
０２からネットワークデバイス３０８へのトラフィックをブリッジするために使用するこ
とができない）。以下においてさらに説明されるように、ここにおいて説明される無線ブ
リッジング手順は、デバイス３０２及び３０８がデバイス３０４及び３０６を介して通信
するのを可能にする。
【００５２】
　ハイブリッドデバイス３０２、３０４、３０６、及び３１０の各々は、ハイブリッドデ
バイスに関する情報、能力情報、いずれのネットワークインタフェース（ＷＬＡＮインタ
フェース、例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１インタフェース、該当する場合）がフレーム転
送をサポートするか、ＷＬＡＮインタフェースによってサポートされるフレームフォーマ
ット（例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１　４アドレスフレームフォーマット）、ハイブリッ
ドデバイスに接続された１つ以上の“近隣デバイス”に関する情報、及び／又はその他の
リンクメトリック情報、を備えるトポロジーメッセージを生成し及びブロードキャストす
る。トポロジーメッセージは、リンク層トポロジー発見（ＬＬＴＤ）メッセージ、リンク
層発見プロトコル（ＬＬＤＰ）メッセージ、ＩＥＥＥ１９０５．１トポロジー発見メッセ
ージ、又はその他の適切なトポロジーメッセージであることができる。幾つかの実施形態
では、トポロジーメッセージ内で送信される情報は、タイプ－長さ値（ＴＬＶ）フォーマ
ット又は他の適切なフォーマットを用いて符号化することができる。図３の例を参照し、
ハイブリッドデバイス３０４（及びハイブリッドデバイス３０６及び３１０）は、ＷＬＡ
Ｎインタフェース３１８を通じての転送をサポートすること及びＷＬＡＮインタフェース
３１８は４アドレスＷＬＡＮフレームフォーマットをサポートすることを（トポロジーメ
ッセージにおいて）示すことができる。他の例として、トポロジーメッセージは、ハイブ
リッドデバイス３０４が４アドレスＷＬＡＮフレームフォーマット及び／又は３アドレス
ＷＬＡＮフレームフォーマットをサポートするかどうかを示すことができる。幾つかの実
施形態では、ハイブリッドデバイス３０４は、ハイブリッドデバイス３０４がフレームを
転送する先である／転送する元であるネットワークインタフェースと関連付けられたネッ
トワークインタフェースアドレス（例えば、ＭＡＣアドレス）を記載することによってフ
レーム転送のサポートを示すことができる。例えば、４アドレスＷＬＡＮフレームフォー
マットのサポートは、各々のＷＬＡＮインタフェース（例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１イ
ンタフェース）ごとの能力情報ビットを用いて示すことができ及びＴＬＶフォーマットで
符号化することができる。幾つかの実施形態では、ハイブリッドデバイス３０４は、フレ
ーム転送のサポートを示すために及び４アドレスＷＬＡＮフレームフォーマットのサポー
トを示すために別々のインジケータを使用することができる。別々のインジケータを使用
することは、能力情報を示すための追加の粒度（ｇｒａｎｕｌａｒｉｔｙ）を提供するこ
とができ及び従来のＷＬＡＮアクセスポイントがハイブリッドネットワーキング層を通じ
てのフレーム転送をサポートするが４アドレスＷＬＡＮフレームフォーマットはサポート
しないことを示すのを可能にすることができる。換言すると、従来のＷＬＡＮアクセスポ
イントは、ＷＬＡＮクライアント局（又はクライアント局として構成されたＷＬＡＮモジ
ュールを備えるハイブリッドデバイス）にフレームを転送する／ＷＬＡＮクライアント局
（又はクライアント局として構成されたＷＬＡＮモジュールを備えるハイブリッドデバイ
ス）からフレームを転送することができるにすぎないことを示すことができる。別々のイ
ンジケータの存在は、ＷＬＡＮアクセスポイント（例えば、アクセスポイントとして構成
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されたＷＬＡＮモジュールを備えるハイブリッドデバイス）が、４アドレスＷＬＡＮフレ
ームフォーマットはサポートしないがその他の技法を用いるフレーム転送はサポートする
ことを示すのも可能にすることができる。別々のインジケータの存在は、ハイブリッドデ
バイス（又は他のＷＬＡＮデバイス）が４アドレスＷＬＡＮフレームフォーマットはサポ
ートするがフレーム転送はサポートしないことを示すのを可能にすることもできる。換言
すると、ハイブリッドデバイスのＷＬＡＮインタフェースは、４アドレスＷＬＡＮフレー
ムフォーマットのフレームを受け入れることができるが、フレームを転送するためにその
他の技法（及び／又はその他の通信技術）を使用することができる。しかしながら、その
他の実施形態では、ＷＬＡＮインタフェースがフレーム転送をサポートすることを示すこ
とは、４アドレスＷＬＡＮフレームフォーマットのサポートを間接的に示すことができる
という点が注記される。
【００５３】
　ハイブリッドデバイス３０４は、ハイブリッドデバイス３０２、３０６、及び３１０が
それの近隣デバイスであることも示すことができる。具体的には、ハイブリッドデバイス
３０４は、ハイブリッドデバイス３０２がハイブリッドデバイス３０４のイーサネットイ
ンタフェース３１６に結合されていること及びハイブリッドデバイス３０６及び３１０が
ハイブリッドデバイス３０４のＷＬＡＮインタフェース３１８に結合されていることを示
すことができる。トポロジーメッセージは、利用可能な送信ルート（及び／又は好ましい
送信ルート）及びハイブリッドデバイス３０４の通信能力を含むこともできる。幾つかの
実施形態では、ハイブリッドデバイスがＷＬＡＮクライアント局を備える場合（例えば、
ハイブリッドデバイス３０４のＷＬＡＮモジュールがアクセスポイントとして構成されて
いない場合）は、ハイブリッドデバイス３０４は、（例えば、トポロジーメッセージ内で
予め決定されたビットを設定することによって）ＷＬＡＮクライアント局の直接リンク能
力を具体的に示すことができる。例えば、ハイブリッドデバイス３０４は、ＷＬＡＮイン
タフェース３１８を介しての直接リンクセットアップ（ＤＬＳ）通信リンクに基づいて８
０２．１１直接リンク（局－局リンク又はＳＴＳＬ）フレーム転送をサポートするかどう
かを示すことができる。その他の実施形態では、ＷＬＡＮインタフェース３１８の直接リ
ンク能力は、トポロジーメッセージ内で示される近隣デバイスに基づいて推測することが
できる。例えば、ＷＬＡＮクライアント局（例えば、ＷＬＡＮクライアント局を備えるハ
イブリッドデバイス）が他のＷＬＡＮクライアント局を近隣デバイスとして記載している
場合は、両方のＷＬＡＮクライアント局が直接リンク機能をサポートすると推測すること
ができる。幾つかの実施形態では、トポロジーメッセージは、ハイブリッドデバイス３０
４の帯域幅能力、例えば、通信リンクのための最大帯域幅、を示すこともできる。さらに
、ハイブリッドデバイス３０４は、現在の状態（例えば、利用可能な帯域幅、サービス品
質インジケータ、等）を示すメッセージを周期的に送信することもできる。同様に、その
他のハイブリッドデバイス３０２、３０６、及び３１０の各々は、ハイブリッドデバイス
３０４を参照して同様に上述されるように、各々の通信能力、近隣デバイス、利用可能な
送信ルート、フレーム転送能力、等を備えるトポロジーメッセージを送信することができ
る。
【００５４】
　ハイブリッドデバイス３０２、３０４、３０６、及び３１０の各々は、その他のハイブ
リッドデバイスからトポロジーメッセージを受信することができる。例えば、ハイブリッ
ドデバイス３０４（例えば、図１のハイブリッドルーティングユニット１０６）は、ハイ
ブリッド通信ネットワーク３００内のその他のハイブリッドデバイス３０２、３０６、及
び３１０からトポロジーメッセージを受信することができる。ハイブリッドデバイス３０
４は、ハイブリッドデバイス３０４の転送行動を制御するネットワークトポロジーマップ
及びハイブリッド転送テーブル３３８を構築するために受信されたトポロジーメッセージ
及びそれ自体のトポロジー情報を使用することができる。図３において描かれるように、
ハイブリッドデバイス３０６は、受信されたトポロジーメッセージに少なくとも部分的に
基づいてハイブリッド転送テーブル３４２も生成する。図３には描かれていないが、ハイ
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ブリッドデバイス３０２及び３１０は、各々のハイブリッド転送テーブルを生成すること
もできる。ハイブリッド転送テーブル３３８は、選択された送信ルートに沿って行先デバ
イスにフレームをルーティングするためにフレームが転送されるべき元である送信インタ
フェース（“出口インタフェース”とも呼ばれる）を示すことができる。ハイブリッドデ
バイスの各々（例えば、ハイブリッドデバイス３０４）は、管理フレーム要求／応答プロ
トコル交換メッセージ、転送テーブルアナウンスメント管理フレーム、ネットワーク管理
メッセージ、又はその他の適切なフレームを用いてハイブリッド通信ネットワーク３００
内のその他のハイブリッドデバイスに対して各々のハイブリッド転送テーブルを送信する
こともできる。
【００５５】
　幾つかの実施形態では、各ハイブリッドデバイス（例えば、ハイブリッドルーティング
ユニット１０６）は、ハイブリッド通信ネットワーク３００内のいずれか２つのネットワ
ークデバイス間の送信ルートを識別するハイブリッド転送テーブルの完全な組を生成する
ことができる。その他の実施形態では、各ハイブリッドデバイス（例えば、ハイブリッド
ルーティングユニット１０６）は、ソースデバイス又は最終的な行先デバイスに関するフ
レームをルーティングするためのハイブリッド転送テーブルしか生成することができない
。その他の実施形態では、ハイブリッド転送テーブルを構築するために上記の２つのアプ
ローチ法の組み合わせを採用することができる。例えば、ハイブリッドデバイスのうちの
１つ（例えば、ハイブリッドデバイス３０２）は、“デフォルト”（例えば、ベストエフ
ォート）のフレーム引き渡しのための転送テーブルの完全な組を構築することができる。
さらに、ハイブリッドデバイス３０２、３０４、３０６、及び３１０のすべてが、対応す
るハイブリッドデバイスによって生成されたＱｏＳトラフィックがどのようにルーティン
グされるべきかを示す各々のハイブリッド転送テーブルを構築することができる。それら
のハイブリッドデバイスの各々は、その他のハイブリッドデバイスによって生成されたハ
イブリッド転送テーブルを受信することができ及びその他のハイブリッド転送テーブル内
で受信された転送規則でそれらのハイブリッド転送テーブルにポピュレートすることがで
きる。
【００５６】
　ハイブリッド転送テーブルの各々（例えば、ハイブリッド転送テーブル３３８）は、“
転送規則”とも呼ばれる１つ以上の転送テーブルエントリを備えることができる。各転送
規則は、フレーム分類仕様と、フレーム転送仕様と、を含むことができる。フレームを送
信するようにスケジューリングされているハイブリッドデバイスは、フレーム転送規則を
探し出すことができ、フレーム分類仕様は、送信がスケジューリングされているフレーム
の１つ以上のフィールド／特徴とマッチする。マッチしているフレーム転送規則が見つか
らない場合は、フレームを転送することができない。マッチしているフレーム転送規則が
見つかった場合は、フレームは、対応するフレーム転送仕様内で示される送信インタフェ
ースを用いて転送することができる。一実施形態では、各フレーム転送規則は、優先度と
関連付けることができ、複数のマッチするフレーム転送規則が存在する場合は、最高の優
先度を有するフレーム転送規則を適用することができる。フレーム分類仕様は、フィール
ド／特徴を含むことができ、それらを、送信するようにスケジューリングされているフレ
ーム内の対応するフィールド／特徴と比較することができる。フレーム分類仕様は、フレ
ーム転送規則が送信スケジューリングされているフレームとマッチするかどうかを決定す
るときに特定のフィールド／特徴をマッチさせるべきか又は無視すべきかを示すこともで
きる。例えば、フレーム分類仕様は、（転送テーブル３３８及び３４２で示される）行先
ＭＡＣアドレスと、行先ＭＡＣアドレス（ＤＡ）フィールドがマッチすべきであることを
示す表示と、を含むことができる。他の例として、フレーム転送規則を選択するために及
び行先デバイスにフレームをルーティングする方法を決定するために、マルチキャストア
ドレス（例えば、行先アドレスフィールドがマルチキャストアドレスとマッチしているこ
とを示す単一ビット）、“行先アドレスマッチせず”ビット（例えば、その他のいずれの
転送規則もマッチしない場合に適用すべきであることを識別する単一ビット）、受信イン



(28) JP 5855760 B2 2016.2.9

10

20

30

40

50

タフェース、ソースＭＡＣアドレス、フレーム優先度、ＥｔｈｅｒＴｙｐｅ／プロトコル
識別子、ＶＬＡＮタグ、ネットワーク層アドレス、ネットワーク層ポート番号、及び／又
はその他の適切なフィールド／特徴を使用することができる。典型的には、転送規則は、
（例えば、フレーム内で指定された行先アドレス（ＤＡ）と関連付けられた行先ネットワ
ークインタフェースを根とするスパニングツリー（ｓｐａｎｎｉｎｇ　ｔｒｅｅ）に基づ
いて）ユニキャスト行先アドレスに関するフレームを送信する元である単一の送信インタ
フェースを指定することができる。転送規則は、（例えば、ハイブリッド通信ネットワー
ク内のすべてのネットワークデバイスのすべてのネットワークインタフェースにフレーム
を配信するために生成される共通のスパニングツリーに基づいて）ブロードキャスト行先
アドレスに関する複数の送信インタフェースを指定することができる。転送規則は、（例
えば、共通のスパニングツリーのプルーニングされた（ｐｒｕｎｅｄ）バージョンに基づ
いて）マルチキャスト行先アドレスに関する複数の送信インタフェースを指定することも
できる。
【００５７】
　幾つかの実施形態では、ハイブリッドデバイス３０４（例えば、ハイブリッドルーティ
ングユニット１０６）は、ハイブリッドデバイス３０４が無線インタフェース（例えば、
ＩＥＥＥ８０２．１１コンパチブルなネットワークインタフェース）を備えるかどうかを
決定することができる。図３において、ハイブリッドデバイス３０４がＷＬＡＮインタフ
ェース３１８を備えると決定することができる。一実施形態では、ハイブリッドデバイス
３０４がＷＬＡＮインタフェース３１８を備えると決定したことに応答して、ハイブリッ
ドルーティングユニット１０６は、フレームが転送されるべき受信ＷＬＡＮデバイスを識
別するＷＬＡＮ転送テーブル３４０にポピュレートすることができる。次に、ハイブリッ
ドルーティングユニット１０６は、ＷＬＡＮ転送テーブル３４０をＷＬＡＮインタフェー
ス３１８に提供することができる。他の実施形態では、ＷＬＡＮインタフェース３１８の
ＷＬＡＮルーティングユニット（例えば、ＷＬＡＮルーティングユニット１１６）は、ト
ポロジーメッセージ、ハイブリッド転送テーブル、及び／又はその他の適切な管理メッセ
ージをハイブリッドルーティングユニット１０６から受信することができ、及び、ＷＬＡ
Ｎ転送テーブル３４０を構築することができる。幾つかの実施形態では、ＷＬＡＮインタ
フェース３１８は、ＷＬＡＮインタフェース３１８がＷＬＡＮセグメント３３６のアクセ
スポイントとして構成される場合のみにＷＬＡＮ転送テーブル３４０を構築することがで
きる。他の実施形態では、ＷＬＡＮインタフェース３１８は、ＷＬＡＮインタフェース３
１８がＷＬＡＮセグメント３３６のアクセスポイントとして構成されるか又はクライアン
ト局として構成されるかにかかわらずＷＬＡＮ転送テーブル３４０を構築することができ
る。幾つかの実施形態では、ＷＬＡＮ転送テーブル３４０は、その他のＷＬＡＮデバイス
が直接的なピア・ツー・ピアのＷＬＡＮ通信リンクをサポートするかどうかも示すことが
できる。図３の例において、ＷＬＡＮインタフェース３２０及び３２６は、ＷＬＡＮクラ
イアント局として構成することができ（“ＷＬＡＮ　ＳＴＡインタフェース”）、ハイブ
リッドデバイス３０４のＷＬＡＮインタフェース３１８は、ＷＬＡＮアクセスポイントと
して構成することができる（“ＷＬＡＮ　ＡＰインタフェース”）。従って、ＷＬＡＮ　
ＳＴＡインタフェース３２６と関連付けられたＷＬＡＮ転送テーブル（示されていない）
は、それが接続されるその他のＷＬＡＮ　ＳＴＡインタフェース３２０が直接的なピア・
ツー・ピアのＷＬＡＮ通信リンクをサポートするかどうかを示すことができる。そうであ
る場合は、ＷＬＡＮ　ＳＴＡインタフェース３２６は、ＷＬＡＮ　ＳＴＡインタフェース
３２０にＷＬＡＮフレームを直接送信することができる。そうでない場合は、ＷＬＡＮ　
ＳＴＡインタフェース３２６は、ＷＬＡＮ　ＳＴＡインタフェース３２２への引き続きの
送信のためにＷＬＡＮ　ＡＰインタフェース３１８にＷＬＡＮフレームを送信することが
できる。幾つかの実施形態では、ＷＬＡＮ転送テーブルにポピュレートする一方で、ハイ
ブリッドデバイスは、アクセスポイント間のＷＬＡＮ通信リンク、アクセスポイントとク
ライアント局との間のＷＬＡＮ通信リンク、及びクライアント局間の直接的なＷＬＡＮ通
信リンクを区別することができないことが注記される。しかしながら、その他の実施形態
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では、特定のＷＬＡＮインタフェースから直接到達可能であるＷＬＡＮインタフェース（
例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１インタフェース）は、ＷＬＡＮ転送テーブル３４０とは別
個のリスト内に維持することができる。
　幾つかの実施形態では、ＷＬＡＮ転送テーブル３４０内の各エントリ（又は転送規則）
は、一対のネットワークインタフェースアドレス（例えば、ＭＡＣアドレス）を含むこと
ができる。第１のＭＡＣアドレスは、送信がスケジューリングされているフレーム内の行
先ＭＡＣアドレスと比較することができる。マッチしている転送規則が識別された場合は
、マッチしている転送規則内の第２のＭＡＣアドレスは、フレームが送信されるべき先で
ある受信ＷＬＡＮデバイス（例えば、レガシーＷＬＡＮデバイス又はハイブリッドデバイ
スのＷＬＡＮインタフェース）を示すことができる。送信ルート内の最後のホップ（又は
通信リンク）の場合は、転送規則内の２つのＭＡＣアドレスは同じであることができる。
ＷＬＡＮ転送テーブル３４０は、マルチキャストフレームに関する転送規則を含むことも
できる。同じ行先アドレスに関して異なるルートを区別するための追加のマッチフィール
ド、例えば、ソースアドレスフィールド、フレーム優先度フィールド、及びその他の適切
なフィールド／特徴、を含むこともできる。幾つかの実施形態では、受信ＷＬＡＮインタ
フェースを識別する情報は、フレームが送信されるべき先である受信ＷＬＡＮインタフェ
ースを示す追加のＭＡＣアドレスフィールドを含めることによってハイブリッド転送テー
ブル内に直接組み入れることができる。この実施形態では、ハイブリッドネットワーキン
グ層（例えば、ハイブリッドルーティングユニット１０６）は、“次のホップ”（すなち
わ、受信するＷＬＡＮインタフェース）のＭＡＣアドレスを識別することができ及び次の
ホップのＭＡＣアドレスをＷＬＡＮインタフェース３１８に通知することができる。
【００５８】
　以下では、ハイブリッドデバイス３０４及び３０６を介してハイブリッド３０２からレ
ガシーデバイス３０８にフレームを転送するために無線ブリッジングメカニズムを使用す
る方法について説明する。図３の例を参照し、ハイブリッドデバイス３０２は、行先デバ
イス３０８への送信のためのフレームを生成する。ハイブリッドデバイス３０２は、行先
デバイス３０８にフレームを送信するための送信ルートを（ハイブリッド転送テーブルに
基づいて）選択する。ハイブリッドデバイス３０２のハイブリッド転送テーブル（図３に
は示されていない）は、フレームが行先デバイス３０８のイーサネットインタフェース３
２４向けである場合は、ハイブリッドデバイス３０８のイーサネットインタフェース３１
４からフレームが送信されるべきであることを示すことができる。従って、ハイブリッド
デバイス３０２（例えば、ハイブリッドルーティングユニット１０６）は、（イーサネッ
トインタフェース３１４からの送信のために）イーサネットフレームフォーマットでフレ
ームを生成することができる。幾つかの実施形態では、イーサネットフレームは、オリジ
ナルのソースデバイス３０２及び最終的な行先デバイス３０８を示すことができる。さら
に、幾つかの実施形態では、イーサネットフレームは、送信ルートにおける現在の通信リ
ンク（２つの隣接するデバイスの間の“ホップ”又は経路とも呼ばれる）のエンドポイン
ト（すなわち、現在の送信デバイス及び現在の受信デバイス）を示すこともできる。図３
の例では、イーサネットフレームは、ハイブリッドデバイス３０２が現在の送信デバイス
であること及びハイブリッドデバイス３０４が現在の受信デバイスであることを示すこと
ができる。幾つかの実施形態では、現在の送信デバイスがソースデバイスと同じである場
合又は現在の受信デバイスが行先デバイスと同じである場合は、イーサネットフレームは
、３つのアドレスフィールドしか含むことができない。ハイブリッドデバイス（例えば、
ハイブリッドルーティングユニット１０６）は、イーサネットインタフェース３１６への
送信のために（及び行先デバイス３０８への引き続きの送信のために）ソースイーサネッ
トインタフェース３１４にイーサネットフレームを提供することができる。
　ハイブリッドデバイス３０４は、イーサネットインタフェース３１６においてイーサネ
ットフレームを受信し、受信されたフレームの処理方法を決定するためにハイブリッドネ
ットワーキング層（例えば、ハイブリッドルーティングユニット１０６）にフレームを提
供する。ハイブリッドデバイス３０４は、受信されたイーサネットフレームが行先デバイ
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ス３０８に転送されるべきであることを決定することができる。ハイブリッドデバイス３
０４は、受信されたイーサネットフレームを行先デバイス３０８に転送すべき元である送
信インタフェースを決定するためにハイブリッド転送テーブル３３８にアクセスすること
ができる。図３の具体例を参照し、ハイブリッドデバイス３０４のハイブリッド転送テー
ブル３３８は、行先インタフェースがイーサネットインタフェース３２４である場合は、
フレームがハイブリッドデバイス３０４のＷＬＡＮインタフェース３１８から転送される
べきであることを示す。ハイブリッド３０４の送信インタフェースはＷＬＡＮインタフェ
ース（例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１インタフェース）であるため、フレームを転送する
ための受信ＷＬＡＮクライアント局を識別するためにＷＬＡＮインタフェース３１８のＷ
ＬＡＮ転送テーブル３４０にアクセスすることができる。具体的には、ＷＬＡＮ転送テー
ブル３４０は、フレームをその後に行先デバイス３０８に転送するためにハイブリッドデ
バイス３０６のＷＬＡＮインタフェース３２０又はハイブリッドデバイス３１０のＷＬＡ
Ｎインタフェース３２６のいずれに転送されるべきであるかを示すことができる。図３の
具体例を参照し、ＷＬＡＮ転送テーブル３４０は、行先インタフェースがイーサネットイ
ンタフェース３２４である場合は、フレームをその後に行先デバイス３０８に転送するた
めにハイブリッドデバイス３０６のＷＬＡＮインタフェース３２０又はハイブリッドデバ
イス３１０のＷＬＡＮインタフェース３２６に転送されるべきであることを示すことがで
きる。図３の具体例を参照し、ＷＬＡＮ転送テーブル３４０は、行先インタフェースがイ
ーサネットインタフェース３２４である場合は、フレームがハイブリッドデバイス３０６
のＷＬＡＮインタフェース３２０に転送されるべきであることを示すことができる。
　ＷＬＡＮインタフェース３１８（例えば、ＷＬＡＮルーティングユニット１１６）は、
（ハイブリッドデバイス３０２のイーサネットインタフェース３１４から受信された）イ
ーサネットフレームをＷＬＡＮフレームに変換することができる。ＷＬＡＮインタフェー
ス３１８がソースネットワークインタフェースであるかどうか及び／又はＷＬＡＮインタ
フェース３２０が最終な行先ネットワークインタフェースであるかどうかに依存して、Ｗ
ＬＡＮインタフェース３１８は、イーサネットフレームを３アドレスＷＬＡＮフレーム又
は４アドレスＷＬＡＮフレームに変換することができる。図３の例では、ＷＬＡＮインタ
フェース３１８はオリジナルのソースインタフェースではなく、ＷＬＡＮインタフェース
３２０は、最終的な行先インタフェースではない。従って、ＷＬＡＮインタフェース３１
８は、イーサネットフレームを４アドレスＷＬＡＮフレームに変換することができる。４
アドレスＷＬＡＮフレームは、オリジナルのソースデバイス（例えば、ハイブリッドデバ
イス３０２のイーサネットインタフェース３１４のアドレス）、最終的な行先デバイス（
例えば、ネットワークデバイス３０８のイーサネットインタフェース３２４のアドレス）
、現在のホップの現在の送信デバイス（例えば、ハイブリッドデバイス３０４のＷＬＡＮ
インタフェース３１８のアドレス）、及び現在のホップの現在の受信デバイス（例えば、
ハイブリッドデバイス３０６のＷＬＡＮインタフェース３２０のアドレス）を示すことが
できる。他方、送信ＷＬＡＮインタフェース３１８がオリジナルのソースインタフェース
である場合又は受信ＷＬＡＮインタフェース３２０が最終的な行先インタフェースである
場合は、ＷＬＡＮインタフェース３１８は、３アドレスＷＬＡＮフレームを構築すること
ができる。ＷＬＡＮフレームは、ＷＬＡＮインタフェース３１８からハイブリッドデバイ
ス３０６のＷＬＡＮインタフェース３２０に送信される。
【００５９】
　ハイブリッドデバイス３０６は、ＷＬＡＮインタフェース３２０において４アドレスＷ
ＬＡＮフレームを受信し、受信されたＷＬＡＮフレームからオリジナルのイーサネットフ
レームを再構築し、ハイブリッドデバイス３０６のハイブリッド層（例えば、図１のハイ
ブリッドルーユニット１０６）にフレームを渡す。ハイブリッドデバイス３０６（例えば
、ハイブリッドルーユニット１０６）は、それのハイブリッド転送テーブル３４２にアク
セスすることができ及び行先デバイス３０８の行先ネットワークインタフェース３２４へ
のフレームのルーティング方法を決定することができる。図３の具体例を参照し、ハイブ
リッドデバイス３０６のハイブリッド転送テーブル３４２は、行先インタフェースがイー
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サネットインタフェース３２４である場合は、ハイブリッドデバイス３０６のイーサネッ
トインタフェース３２２からネットワークデバイス３０８のイーサネットインタフェース
３２４にフレームが転送されるべきであることを示すことができる。
　ここにおいて説明される無線ブリッジング技法は、ハイブリッド通信ネットワークにお
いてブロードキャストフレーム及びマルチキャストフレームを送信することに拡張するこ
ともできる点が注記される。図３の例を参照し、ＷＬＡＮ　ＳＴＡインタフェース３２０
は、ユニキャスト受信アドレス（例えば、ＷＬＡＰ　ＡＰインタフェース３２０のアドレ
ス）及び予め決定されたブロードキャスト行先アドレスを有する４アドレスＷＬＡＭフレ
ームフォーマットを用いて、（ハイブリッドデバイス３０６によって生成又は受信された
）ブロードキャストフレームをＷＬＡＮ　ＡＰインタフェース３１８に送信することがで
きる。ＷＬＡＮ　ＡＰインタフェース３１８は、ＷＬＡＮ　ＡＰインタフェース３１８と
関連付けられたすべてのＷＬＡＮクライアント局３２０及び３２６に対して（例えば、３
アドレスＷＬＡＮフレームフォーマットを用いて）フレームをブロードキャストすること
ができる。従って、ＷＬＡＮ　ＳＴＡインタフェース３２０は、（元来はＷＬＡＮ　ＳＴ
Ａインタフェース３２０によってＷＬＡＮ　ＡＰインタフェース３１８に送信された）ブ
ロードキャストフレームのコピーを受信することができる。ＷＬＡＮ　ＳＴＡインタフェ
ース３２０は、元来はＷＬＡＮ　ＳＴＡインタフェース３２０から送信されたブロードキ
ャストフレームを廃棄するためのフレームフィルタリング動作を行うことができる。幾つ
かの実施形態では、フレーム転送規則のフレーム分類仕様は、ブロードキャストフレーム
及びマルチキャストフレームを転送するための受信インタフェースを指定することができ
ない。換言すると、フレーム分類仕様は、ブロードキャスト（又はマルチキャスト）フレ
ームがいずれの受信インタフェースに送信されるべきかを示すことができない。この実施
形態では、受信インタフェースは、フレームを送信するために使用されるインタフェース
がフレーム転送仕様に含まれている場合でも、インタフェースの組から自動的に排除する
ことができる。これは、（ブロードキャストフレームを配信するための）共通のスパニン
グツリー内のいずれかの地点を起源とするブロードキャストフレームを、複製されたブロ
ードキャストフレームの“爆発”を発生させずにネットワーク全体に配信するのを許容す
る該スパニングツリーの構築を可能にすることができる。幾つかの実施形態では、ハイブ
リッド転送テーブル（及び／又はＷＬＡＮ転送テーブル）は、ブロードキャストフレーム
及びマルチキャストフレームを転送するためのフレーム転送規則を備えることができる。
例えば、ハイブリッドデバイス３０６に関するハイブリッド転送テーブル３４２は、ブロ
ードキャスト及び／又はマルチキャストフレームと関連付けられたフレーム転送規則のフ
レーム分類仕様内のソースアドレスフィールドを含むことができる。ブロードキャスト及
び／又はマルチキャストフレームと関連付けられたフレーム転送規則は、ハイブリッドデ
バイス３０６が、ＷＬＡＮインタフェース３２０から以前に送信されなかった（ＷＬＡＮ
インタフェース３２０において受信された）ブロードキャストフレームのみを転送するよ
うにすることができる。従って、ハイブリッドデバイス３０６のＷＬＡＮインタフェース
３２０がＷＬＡＮインタフェース３１８から（ＷＬＡＮインタフェース３２０によって以
前に送信された）ブロードキャストフレームのコピーを受信した場合は、ハイブリッドデ
バイス３０６（例えば、ハイブリッドルーティングユニット１０６）は、ソースアドレス
フィールドにマッチしないことに基づいて受信されたフレームを廃棄することができる。
　幾つかの実施形態では、（ＷＬＡＮインタフェース３２０の）ＷＬＡＮ転送テーブルは
、ＷＬＡＮインタフェース３２０を通じて到達可能である１つ以上のネットワークデバイ
スの表示（例えば、アドレス）を備えることができる。ＷＬＡＮインタフェース３１８か
らブロードキャストフレームを受信することに応答して、ＷＬＡＮルーティングユニット
１１６は、受信されたブロードキャストフレーム内のオリジナルのソースアドレスフィー
ルドに少なくとも部分的に基づいてブロードキャストフレームをフィルタリングすること
ができる。例えば、ＷＬＡＮルーティングユニット１１６は、受信されたブロードキャス
トフレーム内のオリジナルのソースアドレスフィールドを、ＷＬＡＮインタフェース３２
０を通じて到達可能であるネットワークデバイスの各々と関連付けられたアドレスと比較
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することができる。オリジナルのソースアドレスフィールドがＷＬＡＮインタフェース３
２０を通じて到達可能であるネットワークデバイスのうちの１つと関連付けられたアドレ
スを備える場合は、ハイブリッドデバイス３０６（例えば、ハイブリッドルーティングユ
ニット１０６）は、受信されたブロードキャストフレームを廃棄することができる。
【００６０】
　幾つかの実施形態では、（ＷＬＡＮセグメント３３６内で引き続きブロードキャストす
るために）ＷＬＡＮインタフェース３２０が予め決定されたブロードキャスト行先アドレ
スを有するフレームをＷＬＡＮインタフェース３１８に送信する前に、ＷＬＡＮインタフ
ェース３２０（例えば、ＷＬＡＮルーティングユニット１１６）は、インジケータフィー
ルドをフレーム内に挿入することができる。（例えば、予め決定されたビットの組、例え
ば、タグ又はアドレスを備える）インジケータフィールドは、ＷＬＡＮインタフェース３
２０がＷＬＡＮインタフェース３１８にフレームを送信することを示すことができる。Ｗ
ＬＡＮインタフェース３１８からブロードキャストフレームを受信することに応答して、
ＷＬＡＮインタフェース３２０（例えば、ＷＬＡＮルーティングユニット１１６）は、受
信されたブロードキャストフレームがＷＬＡＮインタフェース３２０と関連付けられたイ
ンジケータフィールドを備えるかどうかを決定することができる。受信されたブロードキ
ャストフレームがＷＬＡＮインタフェース３２０と関連付けられたインジケータフィール
ドを備える場合は、ＷＬＡＮ３２０が元来ＷＬＡＮインタフェース３１８にフレームを送
信したと推測することができる。従って、ハイブリッドデバイス３０６は、受信されたブ
ロードキャストフレームを廃棄することができる。
　幾つかの実施形態では、ブロードキャストフレームの転送を可能にするために、ＷＬＡ
Ｎ転送テーブルは、ブロードキャストアドレスを第１のアドレス（例えば、受信されたフ
レーム内の行先アドレスと比較される）及び第２のアドレス（受信されたフレームがいず
れのＷＬＡＮデバイスに送信されるべきかを示す）の両方としてブロードキャストアドレ
スを記載する転送規則を備えることができる。幾つかの実施形態では、ＷＬＡＮ転送テー
ブルは、転送されるべき各マルチキャストアドレスに関する転送規則を含むこともでき、
このため、マルチキャストアドレスは、転送規則の第１のアドレス及び第２のフィールド
の両方として示される。幾つかの実施形態では、ブロードキャストフレーム及びマルチキ
ャストフレームを転送するために、ＷＬＡＮクライアント局に関するＷＬＡＮ転送テーブ
ルは、ＷＬＡＮクライアント局と関連付けられたＷＬＡＮアクセスポイントのＭＡＣアド
レスを第２のアドレスとして示すことができる。換言すると、ＷＬＡＮクライアント局が
、フレームのブロードキャスト（又はマルチキャスト）がスケジューリングされていると
決定した場合は、ＷＬＡＮクライアント局は、そのＷＬＡＮアクセスポイントにフレーム
を転送し、ＷＬＡＮクライアント局の代わりにフレームをブロードキャスト（又はマルチ
キャスト）することをＷＬＡＮアクセスポイントに行わせることができる。
【００６１】
　図４及び５は、ハイブリッド通信ネットワークにおける無線ブリッジング動作例を示し
た流れ図（“流れ”）４００を描く。図４では流れ４００はブロック４０２から開始する
。
【００６２】
　ブロック４０２において、ハイブリッド通信ネットワークのハイブリッドデバイスは、
ハイブリッドデバイスに関する情報を含むトポロジーメッセージを生成し及びブロードキ
ャストする。図３を参照して上述されるように、ハイブリッドデバイス３０４（例えば、
図１のハイブリッドルーティングユニット１０６）は、ハイブリッドデバイス３０４のネ
ットワークインタフェース３１６及び３１８を含むハイブリッドデバイス３０４、ハイブ
リッドデバイス３０４に接続された近隣デバイス、ハイブリッドデバイス３０４がそれの
ネットワークインタフェースを介してフレーム転送をサポートするかどうか、ハイブリッ
ドデバイス３０４がフレーム転送をサポートするＷＬＡＮインタフェースを備えるかどう
か、ハイブリッドデバイス３０４のＷＬＡＮインタフェースが３アドレス及び／又は４ア
ドレスＷＬＡＮフレームフォーマットをサポートするかどうか、ハイブリッドデバイス３
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０４の通信能力、等に関する情報を決定する。図４を再度参照し、流れは、ブロック４０
４において継続する。
【００６３】
　ブロック４０４において、ハイブリッドデバイスは、ハイブリッド通信ネットワークに
おけるその他のハイブリッドデバイスからトポロジーメッセージを受信し、ハイブリッド
転送テーブルを生成する。図３を参照して上述されるように、ハイブリッドデバイス３０
４（例えば、ハイブリッドルーティングユニット１０６）は、ハイブリッド通信ネットワ
ーク３００内のその他のハイブリッドデバイス３０２、３０６、及び３１０からトポロジ
ーメッセージを受信する。ハイブリッドデバイス３０４（例えば、ハイブリッドルーティ
ングユニット１０６）は、受信されたトポロジーメッセージ及びブロック４０２で決定さ
れた情報を解析及び統合することができ及びハイブリッドデバイス３０４と関連付けられ
たハイブリッド転送テーブル３３８を構築することができる。図１及び３を参照して上述
されるように、ハイブリッド転送テーブル３３８は、ハイブリッドデバイス３０４が行先
デバイスにフレームを送信（転送）すべき送信経路及び対応する送信インタフェースを決
定するために採用することができる。流れは、ブロック４０６において継続する。
【００６４】
　ブロック４０６において、受信されたトポロジーメッセージに少なくとも部分的に基づ
いてハイブリッドデバイスの無線ネットワークインタフェースと関連付けられた無線転送
テーブルが生成される。図１及び３を参照して上述されるように、ＷＬＡＮデバイス（例
えば、レガシーＷＬＡＮデバイス又はハイブリッドデバイスのＷＬＡＮインタフェース）
は、典型的には、ハイブリッド通信ネットワーク３００のＷＬＡＮセグメント３３６内の
複数のその他のＷＬＡＮデバイスに接続される。図３において描かれるように、ハイブリ
ッドデバイス３０４のＷＬＡＮインタフェース３１８は、ハイブリッドデバイス３０６の
ＷＬＡＮインタフェース３２０及びハイブリッドデバイス３１０のＷＬＡＮインタフェー
ス３２６に接続される。図３を参照して描かれるように、ＷＬＡＮ転送テーブル３４０は
、フレームを行先デバイスへの送信のためにいずれの特定のＷＬＡＮデバイスに転送すべ
きかを示すことができる。幾つかの実施形態では、ＷＬＡＮインタフェース３１８（例え
ば、ＷＬＡＮルーティングユニット１１６）は、トポロジーメッセージを解析してＷＬＡ
Ｎ転送テーブル３４０を生成することができる。その他の実施形態では、ハイブリッドデ
バイス３０４のハイブリッドネットワーキング層（例えば、ハイブリッドルーティングユ
ニット１０６）は、ハイブリッド転送テーブル３３８に加えてＷＬＡＮ転送テーブル３４
０を生成／ポピュレートすることができる。ハイブリッドネットワーキング層は、ハイブ
リッドデバイス３０４のＷＬＡＮインタフェース３１８にＷＬＡＮ転送テーブル３４０を
提供することができる。流れは、ブロック４０８において継続する。
【００６５】
　ブロック４０８において、ハイブリッドデバイスからハイブリッド通信ネットワークの
行先デバイスにフレームを送信することが決定される。図３を参照して説明される幾つか
の実施形態では、ハイブリッドデバイス３０４は、行先デバイス３０８に転送されるべき
（他のネットワークデバイス３０２によって生成された）フレームを受信することができ
る。その他の実施形態では、ハイブリッドデバイス３０４は、行先デバイスへの送信がス
ケジューリングされたフレームを生成することができる。流れは、ブロック４１０におい
て継続する。
【００６６】
　ブロック４１０において、行先デバイスにフレームを送信すべきハイブリッドデバイス
の送信インタフェースが、ハイブリッドデバイスのハイブリッド転送テーブルに少なくと
も部分的に基づいて決定される。図３の例を参照し、ハイブリッドデバイス３０４（例え
ば、ハイブリッドルーティングユニット１０６）は、ハイブリッド転送テーブル３３８に
アクセスすることができ及び行先デバイス３０８にフレームを送信すべき送信インタフェ
ースを識別することができる。図３の具体例では、ハイブリッド転送テーブル３３８は、
フレームが行先デバイス３０８のイーサネットインタフェース３２４向けである場合は、
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ハイブリッドデバイス３０４のＷＬＡＮインタフェース３１８からフレームが転送される
べきであることを示す。流れは、ブロック４１２において継続する。
【００６７】
　ブロック４１２において、送信インタフェースは無線ネットワークインタフェースであ
ることが決定される。一実施形態では、ＷＬＡＮインタフェース３１８（例えば、ＷＬＡ
Ｎルーティングユニット１１６）は、行先デバイス３０８への送信がスケジューリングさ
れているフレームをハイブリッドネットワーキング層（例えば、ハイブリッドルーティン
グユニット１０６）から受信することができる。ＷＬＡＮインタフェース３１８は、ＷＬ
ＡＮブリッジングのためにフレームを送信すべき先である受信ＷＬＡＮデバイス（又は受
信ＷＬＡＮインタフェース）を識別するためにＷＬＡＮ転送テーブル３４０にアクセスす
ることができる。他の実施形態では、ハイブリッドルーティングユニット１０６は、送信
インタフェースがＷＬＡＮインタフェース３１８であると決定し、ＷＬＡＮインタフェー
ス３１８と関連付けられたＷＬＡＮ転送テーブル３４０にアクセスし、及び受信ＷＬＡＮ
インタフェースを識別することができる。流れは、図５のブロック４１４において継続す
る。
【００６８】
　ブロック４１４において、フレームを送信すべき先である受信無線デバイスが、無線送
信インタフェースと関連付けられた無線転送テーブルに少なくとも部分的に基づいて決定
される。フレームがハイブリッドデバイス３０４のＷＬＡＮインタフェース３１８から送
信されるべきであると（ブロック４１２において）決定したことに応答して、フレームが
送信されるべき先である受信無線デバイスが決定される。図３の具体例を参照し、ＷＬＡ
Ｎ転送テーブル３４０は、フレームが行先デバイス３０８のイーサネットインタフェース
３２４向けである場合は、ハイブリッドデバイス３０６のＷＬＡＮインタフェース３２０
にフレームが送信されるべきであることを示す。この例では、ハイブリッドデバイス３０
６のＷＬＡＮインタフェース３２０は、受信ＷＬＡＮデバイスとして識別される。幾つか
の実施形態では、受信ＷＬＡＮデバイスはハイブリッドデバイスのＷＬＡＮインタフェー
スであることができ、他方、その他の実施形態では、受信ＷＬＡＮデバイスは、レガシー
ＷＬＡＮデバイスであることができることが注記される。流れは、ブロック４１６におい
て継続する。
【００６９】
　ブロック４１６において、ハイブリッドデバイス及び／又は受信無線デバイスが行先デ
バイスへの送信ルートのエンドポイントであるかどうかが決定される。一実施形態では、
ＷＬＡＮインタフェース３１８（例えば、ＷＬＡＮルーティングユニット１１６）は、Ｗ
ＬＡＮインタフェース３１８がソースインタフェースであるかどうか（すなわち、ハイブ
リッドデバイス３０４が送信のためのフレームを生成したかどうか）及び／又は受信無線
デバイス３０６のＷＬＡＮインタフェース３２０がフレームの最終的な行先であるかどう
かを決定することができる。ハイブリッドデバイス及び／又は受信無線デバイスが送信ル
ートのエンドポイントであるかどうかに依存して、ＷＬＡＮインタフェース３１８は、３
アドレスＷＬＡＮフレームフォーマット又は４アドレスＷＬＡＮフレームフォーマットで
ＷＬＡＮフレームを送信することができる。ＷＬＡＮフレームフォーマットがどのように
して選択されるか及びＷＬＡＮフレームが選択されたフレームフォーマットでどのように
して生成されるかに関する追加の詳細が図６を参照してさらに説明される。ハイブリッド
デバイス３０４及び／又は受信無線デバイス３０６が行先デバイスへの送信ルートのエン
ドポイントであると決定された場合は、流れは、ブロック４１８において継続する。そう
でない場合、ハイブリッドデバイス及び受信無線デバイスのいずれも行先デバイスへの送
信ルートのエンドポイントでないと決定された場合は、流れは、ブロック４２０において
継続する。
【００７０】
　ブロック４１８において、フレームは、３アドレス無線フレームフォーマットで生成さ
れる。ハイブリッドデバイス及び／又は受信無線デバイスが行先デバイスへの送信ルート
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のエンドポイントであると決定されたことに応答して流れ４００はブロック４１６からブ
ロック４１８に移動する。一実施形態では、ＷＬＡＮインタフェース３１８（例えば、Ｗ
ＬＡＮルーティングユニット１１６）は、３アドレスＷＬＡＮフレームフォーマットでフ
レームを生成することができる。ハイブリッドデバイス３０４がソースデバイスである場
合（例えば、ハイブリッドデバイス３０４が元来においてフレームを生成した場合）は、
３アドレスＷＬＡＮフレームフォーマットのＷＬＡＮフレームは、ソースデバイスのアド
レス（例えば、ＷＬＡＮインタフェース３１８のアドレス）と、受信ＷＬＡＮデバイスの
アドレス（例えば、ＷＬＡＮインタフェース３２０のアドレス）と、行先デバイスのアド
レス（例えば、イーサネットインタフェース３２４のアドレス）と、を備えることができ
る。受信ＷＬＡＮデバイスが最終的な行先デバイスである場合（例えば、フレームがハイ
ブリッドデバイス３０６向けである場合）は、３アドレスＷＬＡＮフレームフォーマット
のＷＬＡＮフレームは、ソースデバイスのアドレス（例えば、ハイブリッドデバイス３０
２のイーサネットインタフェース３１４のアドレス）と、送信デバイスのアドレス（例え
ば、ＷＬＡＮインタフェース３２０のアドレス）と、行先デバイスのアドレス（例えば、
ＷＬＡＮインタフェース３２０のアドレス）と、を備えることができる。ハイブリッドデ
バイス３０４がＷＬＡＮを介してハイブリッドデバイス３０６に転送するためにハイブリ
ッドデバイス３０２からフレーム（例えば、イーサネットフレーム）を受信した場合は、
ＷＬＡＮインタフェース３１８（例えば、ＷＬＡＮルーティングユニット１１６）は、上
述される３アドレスＷＬＡＮフレームフォーマットでＷＬＡＮフレームを生成するために
受信されたイーサネットフレームを変更することができる。幾つかの実施形態では、ＷＬ
ＡＮルーティングユニット１１６は、受信されたイーサネットフレームからイーサネット
ヘッダを剥ぎ取り、通信の通信リンクと関連付けられた新しいヘッダ内にペイロードを入
れてカプセル化することによって生成することができる。その他の実施形態では、ＷＬＡ
Ｎルーティングユニット１１６は、受信されたイーサネットフレームから抽出されたペイ
ロードを含めるために３アドレスＷＬＡＮフレームフォーマットで新しいフレームを生成
することができる。流れは、ブロック４２２において継続する。
【００７１】
　ブロック４２０において、フレームは、４アドレス無線フレームフォーマットで生成さ
れる。流れ４００は、ハイブリッドデバイス及び受信無線デバイスのいずれも行先デバイ
スへの送信ルートのエンドポイントでないと決定したことに応答して、ブロック４１６か
らブロック４２０に移動する。一実施形態では、ＷＬＡＮインタフェース３１８（例えば
、ＷＬＡＮルーティングユニット１１６）は、ハイブリッドデバイス３０４がソースデバ
イスでなく、受信ＷＬＡＮデバイス３０６が最終的な行先デバイスでない場合に４アドレ
ス無線フレームフォーマットでフレームを生成することができる。図３の例を参照し、４
アドレスＷＬＡＮフレームフォーマットのＷＬＡＮフレームは、ソースデバイスのアドレ
ス（例えば、ハイブリッドデバイス３０２のイーサネットインタフェース３１４のアドレ
ス）と、現在のホップの送信デバイスのアドレス（例えば、ＷＬＡＮインタフェース３１
８のアドレス）と、最終的な行先デバイスのアドレス（例えば、行先デバイス３０８のイ
ーサネットインタフェース３２４）と、を備えることができる。ブロック４１８を参照し
て同様に上述されるように、ＷＬＡＮルーティングユニット１１６は、受信されたイーサ
ネットフレームに基づいて４アドレスＷＬＡＮフォーマットでＷＬＡＮフレームを生成す
るための適切な技法を採用することができる。流れは、ブロック４２２において継続する
。
【００７２】
　ブロック４２２において、無線フレームフォーマットのフレームが、ハイブリッドデバ
イスの無線送信インタフェースから受信無線デバイスに送信される。ＷＬＡＮインタフェ
ース（例えば、ＷＬＡＮルーティングユニット１１６）が適切なＷＬＡＮフレームフォー
マットでＷＬＡＮフレームを生成した後に、流れ４００はブロック４１８及び４２０から
ブロック４２２に移動する。ブロック４２２において流れが終了する。
【００７３】
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　図６は、ＷＬＡＮフレームフォーマットを選択するための実施形態例を含むテーブル６
００を示す。テーブル６００は、３アドレスＷＬＡＮフレームフォーマット又は４アドレ
スＷＬＡＮフレームフォーマットを使用することができる様々なシナリオ及び選択された
フレームフォーマットのＷＬＡＮフレームが生成される方法を示したリスト例を提供する
。図６のリスト例は、ユニキャスト、ブロードキャスト、及びマルチキャストフレームに
適用することができる。図６において、ＷＬＡＮインタフェース３１８（例えば、ＷＬＡ
Ｎルーティングユニット１１６）は、ＷＬＡＮインタフェースのタイプ、ソースアドレス
及び行先アドレスフィールド、及び／又はその他の適切なフィールド／特徴に依存して３
アドレスＷＬＡＮフレームフォーマット又は４アドレスＷＬＡＮフレームフォーマットを
選択することができる。フレームを送信する決定をしたことに応答して、送信するＷＬＡ
Ｎインタフェース３１８（例えば、ＷＬＡＮルーティングユニット１１６）は、送信する
ＷＬＡＮインタフェースのタイプ（列６０２を参照）及び受信するＷＬＡＮインタフェー
スのタイプ（列６０４を参照）を決定することができる。具体的には、送信するＷＬＡＮ
インタフェース３１８及び受信するＷＬＡＮインタフェース３２０がＷＬＡＮアクセスポ
イントとして又はＷＬＡＮクライアント局として構成されるかを決定することができる。
送信するＷＬＡＮインタフェース３１８（例えば、ＷＬＡＮルーティングユニット１１６
）は、フレーム内で指定された行先アドレス（列６０６を参照）が受信するＷＬＡＮイン
タフェースのアドレス（例えば、ＷＬＡＮ　ＭＡＣアドレス）とマッチするかどうかを決
定することができる。送信するＷＬＡＮインタフェース３１８は、フレーム内で指定され
たソースアドレス（列６０８を参照）が送信するＷＬＡＮインタフェースのアドレス（Ｗ
ＬＡＮ　ＭＡＣアドレス）とマッチするかどうかも決定することができる。少なくともこ
れらの４つの入力項目に基づいて、送信するＷＬＡＮインタフェース３１８（例えば、Ｗ
ＬＡＮルーティングユニット１１６）は、列６１０のフレームフォーマットとしてテーブ
ル６００において示された、３アドレスＷＬＡＮフレームフォーマット又は４アドレスＷ
ＬＡＮフレームフォーマットを用いてＷＬＡＮフレームを生成すべきかどうかを決定する
ことができる。例えば、テーブル６００の行６２４は、送信するＷＬＡＮインタフェース
３１８がＷＬＡＮアクセスポイントとして構成される場合、受信するＷＬＡＮインタフェ
ース３２０がＷＬＡＮクライアント局として構成される場合、行先アドレスが受信するＷ
ＬＡＮインタフェース３２０に対応する場合は、ソースアドレスが送信するＷＬＡＮイン
タフェース３１８に対応するかどうかにかかわらず、３アドレスＷＬＡＮフレームフォー
マットが採用されるべきであることを示す。他の例として、テーブル６００の行６２６は
、送信するＷＬＡＮインタフェース３１８がＷＬＡＮクライアント局として構成される場
合、受信するＷＬＡＮインタフェース３２０がＷＬＡＮアクセスポイントとして構成され
る場合、及びソースアドレスが送信するＷＬＡＮインタフェース３１８に対応しない場合
は、行先アドレスが受信するＷＬＡＮインタフェース３２０に対応するかどうかにかかわ
らず、４アドレスＷＬＡＮフレームフォーマットが使用されるべきであることを示す。
【００７４】
　列６１２乃至６２２は、ＷＬＡＮフレーム内の制御フィールドを表し、テーブル６００
において記載された様々なシナリオの下でＷＬＡＮフレームにポピュレートすべき方法を
示す。“ＤＳへ”の列６１２及び“ＤＳから”の列６１４は、ＷＬＡＮインタフェースか
ら送信されたフレーム内のこれらのフレームフィールドがどのようにしてポピュレートさ
れるべきかを示す。テーブル６００は、ＷＬＡＮフレームのアドレスフィールド（列６１
６、６１８、６２０、及び６２２を参照）がどのようにしてポピュレートされるべきかを
示すこともできる。テーブル６００は、次のアドレスの各々が指定されるべきアドレスフ
ィールド（該当する場合）を識別する。すなわち、Ａ）ＷＬＡＮ転送テーブル３４０のマ
ッチしている転送規則で示される転送アドレス（テーブル６００では“ｆｏｒｗ　ａｄｄ
ｒ”と呼ばれる）、Ｂ）（最終的行先デバイス３０８の）行先アドレス、Ｃ）（オリジナ
ルのソースデバイス３０２の）ソースアドレス、Ｄ）ＷＬＡＮクライアント局が関連付け
られているＷＬＡＮアクセスポイントのアドレス（例えば、ＷＬＡＮ　ＭＡＣアドレスで
あり、テーブル６００では“ＡＰ　ａｄｄｒ”と呼ばれる）、及びＥ）フレームを送信す
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るＷＬＡＭクライアント局のアドレス（例えば、ＷＬＡＮ　ＭＡＣアドレスであり、テー
ブル６００では“ＷＬＡＮ　ＴＸ　ａｄｄｒ”と呼ばれる）。一例では、テーブル６００
の行６２４では、送信するＷＬＡＮインタフェース３１８は、ＷＬＡＮアクセスポイント
として構成され、受信するＷＬＡＮインタフェース３２０は、ＷＬＡＮクライアント局と
して構成され、行先アドレスは、受信するＷＬＡＮインタフェース３２０に対応し、ソー
スアドレスは、送信するＷＬＡＮインタフェース３１８には対応しない。従って、３アド
レスＷＬＡＮフレームフォーマットが選択され、ＷＬＡＮ　ＡＰインタフェースがＷＬＡ
Ｎ　ＳＴＡインタフェースにフレームを送信中であることを示すために“ＤＳへ”フィー
ルド及び“ＤＳから”フィールドにポピュレートされ、第１のアドレスフィールドは、（
行先デバイスのアドレスでもある）受信するＷＬＡＮインタフェース３２０のアドレスで
ポピュレートされ、第２のアドレスフィールドは、送信するＷＬＡＮインタフェース３１
８のアドレスでポピュレートされ、第３のアドレスフィールドは、ソースデバイスのアド
レスでポピュレートされる。
【００７５】
　幾つかの実施形態では、ＷＬＡＮルーティングユニット１１６は、該当するフレームフ
ォーマットを選択し、フレーム内でポピュレートされるべき値を決定し、フレームを適宜
生成することができる。しかしながら、その他の実施形態では、ハイブリッドネットワー
キング層（例えば、ハイブリッドルーティングユニット１０６）は、３アドレスＷＬＡＮ
フレームフォーマット又は４アドレスＷＬＡＮフレームフォーマットのいずれを使用すべ
きか及びフレームのポピュレート方法を決定することができる。ハイブリッドルーティン
グユニット１０６は、ＷＬＡＮフレームを構築することができ及びＷＬＡＮフレームを送
信のためにＷＬＡＮルーティングユニット１１６に提供することができる。
　図１乃至６及びここで説明される動作は、実施形態について理解するのを援助すること
を意味する例であり、実施形態を限定するため又は請求項の範囲を限定するために使用さ
れるべきでないことが理解されるべきである。実施形態は、追加の動作、より少ない動作
、異なる順序での動作、並行した動作、及び異なった形での動作を行うことができる。例
えば、ハイブリッド通信ネットワーク１００は、あらゆる適切な数のハイブリッドデバイ
スと、あらゆる適切な数のレガシー（非ハイブリッド）デバイスとを備えることができる
ことが注記される。幾つかの実施形態では、ハイブリッド通信ネットワーク１００は、少
なくとも部分的に、ＩＥＥＥ１９０５．１規格に準拠すること又はＩＥＥＥ１９０５．１
規格をサポートすることができる。ネットワーキング技術は、Ｗｉ－Ｆｉ（例えば、２．
４ＧＨｚ、５ＧＨｚ、及び／又はその他のＩＳＭ帯域を送信媒体として使用）、電力線通
信（例えば、電線を通信媒体として使用）、イーサネット（例えば、より対線、光ファイ
バ、および/またはその他の有線の送信媒体を使用）、及び／又は様々なその他のネット
ワーキング技術／送信媒体を含むことができる。
【００７６】
　図３は、ＷＬＡＮフレーム転送をサポートする２つのハイブリッドデバイス３０４及び
３０６を介して行先デバイス３０８にフレームを送信するソースハイブリッドデバイス３
０２を描いているが、実施形態はそのようには限定されないことが注記される。その他の
実施形態では、ソースデバイスと行先デバイスとの間にはあらゆる適切な数の中間的な／
転送デバイスが存在することができる。さらに、図３は、ソースハイブリッドデバイス３
０２が行先デバイス３０８への送信のためにイーサネットフレームを生成することについ
て描いているが、実施形態はそのようには限定されない。その他の実施形態では、ソース
ハイブリッドデバイス３０２は、送信のために選択されたソースネットワークインタフェ
ースのタイプに依存してあらゆる適切なフォーマットでフレームを生成することができる
。例えば、ソースハイブリッドデバイス３０２が、ＰＬＣインタフェース３１２からフレ
ームを送信することを決定した場合は、ソースハイブリッドデバイス３０２は、ＰＬＣフ
レームフォーマットを用いてフレームを生成することができる。他の例として、ソースハ
イブリッドデバイス３０２は、ＩＥＥＥ１９０５．１規格によってサポートされるあらゆ
る適切なフレームフォーマットを用いてフレームを生成することができる。
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　図３は、ＷＬＡＮインタフェース３１８が、現在の送信デバイス（すなわち、ハイブリ
ッドデバイス３０４）及び／又は現在の受信デバイス（すなちわ、ハイブリッドデバイス
３０６）が送信ルートのエンドポイントであるかどうかに依存して３アドレスＷＬＡＮフ
レームフォーマット又は４アドレスＷＬＡＮフレームフォーマットのいずれを使用すべき
かを決定することについて描いているが、実施形態はそのようには限定されない。その他
の実施形態では、ＷＬＡＮ転送テーブル３４０は、（トポロジーメッセージ内で受信され
た情報に基づいて）４アドレスＷＬＡＮフレームフォーマット及び／又は３アドレスＷＬ
ＡＮフレームフォーマットをサポートするかどうかを示すこともできる。幾つかの実施形
態では、ハイブリッドデバイス３０４及び３０６は、ＷＬＡＮインタフェース３１８及び
３２０の両方が４アドレスＷＬＡＮフレームフォーマットをサポートする場合のみに無線
ブリッジとして使用することができる。より具体的には、４アドレスＷＬＡＮフレームフ
ォーマットをサポートすることによって、ハイブリッドデバイス３０４及び３０６は、ソ
ースデバイス３０２及び行先デバイス３０８がＷＬＡＮセグメント３３６の一部ではない
場合でもＷＬＡＮセグメント３３６全体にわたって（ハイブリッドデバイス３０２から）
イーサネットを介して受信されたデータを送信することができる。
　さらに、図３は、第１の通信リンク及び最後の通信リンクを有線ネットワークセグメン
トの一部として及び第２の（ブリッジング）通信リンクを無線ネットワークセグメントの
一部として描いているが、実施形態はそのようには限定されない。その他の実施形態では
、ここにおいて説明されるＷＬＡＮブリッジング動作によってブリッジされているネット
ワークセグメントは、その他のタイプのネットワークセグメントであることもできる。従
って、第１及び／又は第３の通信リンクは、異なるタイプの無線ネットワークセグメント
の一部であることができる。例えば、第１の通信リンクは、ＷｉＭＡＸ通信ネットワーク
セグメントの一部であることができ、第２の（ブリッジング）通信リンクは、ＷＬＡＮセ
グメントの一部であることができ、第３の通信リンクは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標
）セグメント（又はＷｉＭＡＸセグメント）の一部であることができる。他の例として、
第２の（ブリッジング）通信リンクは、フレーム転送及び４アドレスＷＬＡＮフレームフ
ォーマットをサポートするＷＬＡＮセグメントの一部であることができ、他方、第１及び
第３の通信リンクは、４アドレスＷＬＡＮフレームフォーマットをサポートしない他のＷ
ＬＡＮセグメントの一部であることができる。幾つかの実施形態では、図３は、２つのイ
ーサネットセグメント３３２及び３３３を備えるハイブリッド通信ネットワーク３００を
描くが、実施形態はそのようには限定されない。その他の実施形態では、ハイブリッド通
信ネットワーク３００は、１つのイーサネットセグメントしか備えることができず、すべ
てのイーサネットインタフェース３１４、３１６、３２４、３２６、及び３３３は、共通
のイーサネットセグメントに接続することができる。幾つかのネットワーキング技術（例
えば、ＰＬＣ技術）では、２つのハイブリッドデバイスの間での低スループットリンクに
起因してそれらのハイブリッドデバイスが同じネットワークセグメントに接続される場合
でもマルチホップルーティングを採用することができる。
　幾つかの実施形態では、異なる通信リンク（及び異なる通信ネットワークセグメント）
間で送信されるフレームのフレームフォーマットは異なることができる。フレームフォー
マットの各々は、異なる数及びタイプのフィールドを有することができる。例えば、第１
の通信リンクと関連付けられたフレームフォーマットは、３アドレスフレームフォーマッ
トであることができ、第２及び第３の通信リンクと関連付けられたフレームフォーマット
は、４アドレスフレームフォーマットであることができる。幾つかの実施形態では、次の
通信リンクを介して送信されるフレームは、受信されたフレームのヘッダを剥ぎ取り、通
信の通信リンクと関連付けられた新しいヘッダ内にペイロードを入れてカプセル化するこ
とによって生成することができる。その他の実施形態では、各通信リンクを介しての送信
のために新しいフレームを生成することができる。
【００７７】
　図３は、送信ルートにおいて（例えば、送信ルートの第１及び第３の通信リンクをブリ
ッジするために第２の通信リンクにおいて）１回実装される無線ブリッジング技法を描く
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が、実施形態はそのようには限定されない。その他の実施形態では、無線ブリッジング技
法は、あらゆる適切な回数だけ実施することができる。例えば、第１及び第３の通信リン
クをブリッジするために第２の通信リンクに無線ブリッジング技法を実装することに加え
て、無線ブリッジング技法は、送信ルートの第３及び第５の通信リンクをブリッジするた
めに第４の通信リンクにおいて実装することもでき、以下同様である。さらに、送信ルー
トは、あらゆる適切な数のホップ（又は通信リンク）を備えることができ、それらの各々
は、異なるフレームフォーマット及び／又は通信プロトコルをサポートする。
【００７８】
　幾つかの実施形態では、ハイブリッドデバイスがフレームを受信するときには、フレー
ム分類情報において示された行先アドレス、ソースアドレス、及び／又はその他のフィー
ルド／特徴に基づいてフレームとマッチする転送規則をハイブリッド転送テーブル内で（
又はＷＬＡＮインタフェースでフレームが受信される場合はＷＬＡＮ転送テーブル内で）
探し出すのを試みることができる。マッチしているフレーム転送規則が存在しない場合は
、フレームを転送することができない。その代わりに、フレームは、その後の処理のため
に上位プロトコル層に提供することができる（可能な場合）。マッチしているフレーム転
送規則が存在する場合は、フレームは、転送のためにフレーム転送仕様内で示されるネッ
トワークインタフェースに提供することができる。
　図は、現在のホップの送信するＷＬＡＮデバイスがソースデバイスである場合及び／又
は現在のホップの受信するＷＬＡＮデバイスが最終的行先デバイスである場合に３アドレ
スＷＬＡＮフレームフォーマットが使用されるとして説明しているが、実施形態はそのよ
うには限定されない。その他の実施形態では、ＷＬＡＮインタフェースは、（例えば、現
在のホップの送信するＷＬＡＮデバイスがソースデバイスである場合及び／又は現在のホ
ップの受信するＷＬＡＮデバイスが最終的行先デバイスである場合でさえも）４アドレス
ＷＬＡＮフレームフォーマットを常に使用するように構成することができる。この実施形
態の一例では、４つのアドレスのうちの２つが同じアドレスを有することができる（例え
ば、ソースアドレス又は行先アドレスをアドレスフィールドのうちの２つにおいて示すこ
とができる）。この実施形態の他の例では、３つのアドレスフィールドのみを利用するこ
とができ、第４のアドレスフィールドは、予め決定された値（例えば、“ＮＵＬＬ”値）
を備えることができる。
【００７９】
　図は、ハイブリッド通信ネットワークにおいてネットワークデバイスをブリッジするた
めに４アドレスＷＬＡＮフレームフォーマットが採用されるとして説明しているが、４ア
ドレスＷＬＡＮフレームフォーマットは、様々なその他の実施形態で採用できることが注
記される。例えば、行先アドレス（又はソースアドレス）がそのアドレスでないＷＬＡＮ
クライアント局（例えば、アクセスポイントとして構成されていないＩＥＥＥ８０２．１
１クライアント局）への（又はからの）いずれのフレームも、４アドレスＷＬＡＮフレー
ムフォーマットを利用することができる。他の例として、ハイブリッドデバイスのハイブ
リッドネットワーキング層には一意のＭＡＣアドレスを割り当てることができる。（ハイ
ブリッドデバイスの）ＷＬＡＮインタフェースのアドレスがハイブリッドネットワーキン
グ層のアドレスと異なる場合は、（ＷＬＡＮセグメントの）ＷＬＡＮインタフェースを通
じてハイブリッドネットワーキング層に送信された又はハイブリッドネットワーキング層
から送信されたすべてのフレームが、ハイブリッドネットワーキング層のアドレス及びＷ
ＬＡＮインタフェースのアドレスの両方を示すために４アドレスＷＬＡＮフレームフォー
マットを使用することができる。幾つかの実施形態では、４アドレスＷＬＡＮフレームフ
ォーマットは、ＷＬＡＮセグメントを介しての２つのハイブリッドデバイス間の通信のた
めにも使用することができる。この実施形態では、ソースアドレスは、ソースハイブリッ
ドデバイスのハイブリッドネットワーキング層のアドレスであることができ、送信アドレ
スは、ソースハイブリッドデバイスのＷＬＡＮインタフェースのアドレスであることがで
き、受信アドレスは、行先ハイブリッドデバイスのＷＬＡＮインタフェースのアドレスで
あることができ、及び、行先アドレスは、行先ハイブリッドデバイスのハイブリッドネッ
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トワーキング層のアドレスであることができる。他の例として、ハイブリッドデバイスが
ＷＬＡＮセグメントと他のネットワークセグメントとの間の転送（又はブリッジング）を
サポートするＷＬＡＮクライアントインタフェース（例えば、アクセスポイントとして構
成されない８０２．１１クライアント局）を備える場合は、４アドレスＷＬＡＮフレーム
フォーマットを採用することができる。この実施形態では、３つという少ない数のネット
ワークデバイスが通信リンクに関わるだけでよい－ＷＬＡＮセグメントのネットワークデ
バイス、他方のネットワークのネットワークデバイス、及び２つのネットワークをブリッ
ジするように構成されたハイブリッドデバイス。
【００８０】
　当業者によって評価されるように、本発明の主題の態様は、システム、方法、又はコン
ピュータプログラム製品として具現化することができる。従って、本発明の主題の態様は
、完全にハードウェアの実施形態、ソフトウェア実施形態（ファームウェア、常駐ソフト
ウェア、マイクロコード、等を含む）、又はソフトウェア態様とハードウェア態様とを組
み合わせた実施形態の形態をとることができ、それらはすべてここでは概して“回路”、
“モジュール”又は“システム”と呼ぶことができる。さらに、本主題の態様は、コンピ
ュータによって読み取り可能なプログラムコードが具現化されている１つ以上のコンピュ
ータによって読み取り可能な媒体内で具現化されたコンピュータプログラム製品の形態を
とることができる。
【００８１】
　１つ以上のコンピュータによって読み取り可能な媒体のあらゆる組み合わせを利用する
ことができる。コンピュータによって読み取り可能な媒体は、コンピュータによって読み
取り可能な信号媒体又はコンピュータによって読み取り可能な記憶媒体であることができ
る。コンピュータによって読み取り可能な記憶媒体は、電子、磁気、光学、電磁、赤外線
、又は半導体のシステム、装置、又はデバイス、又は上記のあらゆる適切な組み合わせで
あることができ、ただしそれらに限定されない。コンピュータによって読み取り可能な記
憶媒体のより具体的な例（非包括的リスト）は、次を含む。すなわち、１本以上のワイヤ
を有する電気的接続、ポータブルなコンピュータディスケット、ハードディスク、ランダ
ムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、消去可能プログラマブル
読み取り専用メモリ（ＥＰＲＯＭ又はフラッシュメモリ）、光ファイバ、ポータブルコン
パクトディスク読み取り専用メモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）、光学的記憶デバイス、磁気的記憶
デバイス、又は上記の適切な組み合わせ。本書の文脈では、コンピュータによって読み取
り可能な記憶媒体は、命令実行システム、装置、又はデバイスによって又は命令実行シス
テム、装置、又はデバイスに関連して使用するためのプログラムを内蔵、又は格納するこ
とができるあらゆる有形な媒体であることができる。
【００８２】
　コンピュータによって読み取り可能な信号媒体は、例えば、ベースバンドにおいて、又
は搬送波の一部として、コンピュータによって読み取り可能な記憶媒体コードが具現化さ
れている伝搬されるデータ信号を含むことができる。該伝搬される信号は、限定されるこ
となしに、電磁、光学、又はそれらのあらゆる適切な組み合わせを含む様々な形態のうち
のいずれかをとることができる。コンピュータによって読み取り可能な信号媒体は、コン
ピュータによって読み取り可能な記憶媒体ではなく及び命令実行システム、装置、又はデ
バイスによって又は命令実行システム、装置、又はデバイスに関連して使用するためのプ
ログラムを通信、伝搬、又は転送することができるあらゆるコンピュータによって読み取
り可能な媒体であることができる。
【００８３】
　コンピュータによって読み取り可能な媒体上において具現化されたプログラムコードは
、あらゆる適切な媒体を用いて送信することができ、無線、有線、光ファイバケーブル、
ＲＦ、等、又は上記のあらゆる適切な組み合わせを含み、ただしそれらに限定されない。
【００８４】
　本発明の主題の態様に関する動作を実施するためのコンピュータプログラムコードは、
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１つ以上のプログラミング言語のあらゆる組み合わせで書くことができ、オブジェクト指
向プログラミング言語、例えば、Ｊａｖａ（登録商標）、Ｓｍａｌｌｔａｌｋ、Ｃ＋＋、
等、又は従来の手続き指向プログラミング言語、例えば、“Ｃ”プログラミング言語又は
同様のプログラミング言語を含む。プログラムコードは、ユーザのコンピュータ上で全体
を、ユーザのコンピュータで一部分を、独立型ソフトウェアパッケージとして、ユーザの
コンピュータ上で一部分及びリモートコンピュータ上で一部分を、又はリモートコンピュ
ータ又はサーバ上で全体を実行することができる。後者のシナリオでは、リモートコンピ
ュータは、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）又はワイドエリアネットワーク（ＷＬ
ＡＮ）を含むあらゆるタイプのネットワークを通じてユーザのコンピュータに接続するこ
とができ、又は、（例えば、インターネットサービスプロバイダを用いてインターネット
を通じて）外部のコンピュータに対する接続を行うことができる。
　本発明の主題の態様は、本発明の主題の実施形態による方法、装置（システム）及びコ
ンピュータプログラム製品のフローチャート及び／又はブロック図を参照して説明される
。フローチャート及び／又はブロック図の各ブロック、及びフローチャート及び／又はブ
ロック図内のブロックの組み合わせは、コンピュータプログラム命令によって実装するこ
とができる。これらのコンピュータプログラム命令は、汎用コンピュータ、専用コンピュ
ータ、又はマシンを生成するためのその他のプログラミング可能な処理装置のプロセッサ
に提供することができ、従って、コンピュータ又はその他のプログラミング可能な処理装
置のプロセッサを介して実行される命令は、フローチャート及び／又はブロック図ブロッ
ク又はブロック（複数）において指定された機能／行為を実装するための手段を生成する
ことができる。
【００８５】
　これらのコンピュータプログラム命令は、コンピュータ、その他のプログラミング可能
な処理装置、又はその他のデバイスに対して特定の方法で機能するように指示することが
できるコンピュータによって読み取り可能な媒体内に格納することもでき、コンピュータ
によって読み取り可能な媒体に格納された命令は、フローチャート及び／又はブロック図
のブロック又はブロック（複数）において指定された機能／行為を実装する命令を含む製
造品を生成する。
【００８６】
　コンピュータプログラム命令は、コンピュータによって実装されたプロセスを生成する
ために一連の動作上のステップをコンピュータ、その他のプログラミング可能な装置又は
その他のデバイスで実施することをコンピュータ、その他のプログラミング可能な装置又
はその他のデバイスに行わせるためにコンピュータ、その他のプログラミング可能な装置
又はその他のデバイスにロードすることもでき、コンピュータ又はその他のプログラミン
グ可能な装置上で実行する命令は、フローチャート及び／又はブロック図のブロック又は
ブロック（複数）において指定された機能／行為を実装するためのプロセスを提供する。
【００８７】
　図７は、無線ブリッジングメカニズムを含む電子デバイス７００の一実施形態のブロッ
ク図である。幾つかの実施形態では、電子デバイス７００は、ラップトップコンピュータ
、タブレットコンピュータ、ネットブック、携帯電話、スマート機器、ゲームコンソール
、デスクトップコンピュータ、電力線通信デバイス、ネットワークブリッジデバイス、又
は通信能力を備えるその他の適切な電子デバイスであることができる。電子デバイス７０
０は、プロセッサユニット７０２（複数のプロセッサ、複数のコア、複数のノードを含む
こと、及び／又はマルチスレッディングを実装することが可能、等）を含む。電子デバイ
ス７００は、メモリユニット７０６を含む。メモリユニット７０６は、システムメモリ（
例えば、キャッシュ、ＳＲＡＭ、ＤＲＡＭ、ゼロキャパシタＲＡＭ、ツイントランジスタ
ＲＡＭ、ｅＤＲＡＭ、ＥＤＯ　ＲＡＭ、ＤＤＲ　ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＮＲＡＭ、ＲＲ
ＡＭ（登録商標）、ＳＯＮＯＳ、ＰＲＡＭ、等のうちの１つ以上）又は上述される機械に
よって読み取り可能な媒体の可能な実現のうちの１つ以上であることができる。電子デバ
イス７００は、バス７１０（例えば、ＰＣＩ、ＩＳＡ、ＰＣＩ－Ｅｘｐｒｅｓｓ、Ｈｙｐ
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ｅｒＴｒａｎｓｐｏｒｔ（登録商標）、ＩｎｆｉｎｉＢａｎｄ（登録商標）、ＮｕＢｕｓ
、ＡＨＢ、ＡＸＩ、等）、及び無線ネットワークインタフェース（例えば、ＷＬＡＮイン
タフェース、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）インタフェース、ＷｉＭＡＸインタフェー
ス、ＺｉｇＢｅｅ（登録商標）インタフェース、ワイヤレスＵＳＢインタフェース、等）
のうちの少なくとも１つを含むネットワークインタフェース７０４及び／又は有線ネット
ワークインタフェース（例えば、電力線通信インタフェース、イーサネットインタフェー
ス、等）も含む。幾つかの実施形態では、電子デバイス７００は、電子デバイス７００を
対応する通信ネットワーク（例えば、それぞれ電力線ネットワークセグメント、イーサネ
ットセグメント、及びＷＬＡＮセグメント）に接続する複数のネットワークインタフェー
ス（例えば、ＰＬＣインタフェース、イーサネットインタフェース、及びＷＬＡＮインタ
フェース）を備えることができる。
【００８８】
　電子デバイス７００は、通信ユニット７０８も含む。通信ユニット７０８は、ハイブリ
ッドルーティングユニット７１２と、ハイブリッド転送テーブル７１４と、無線ルーティ
ングユニット７１６と、無線転送テーブル７１８と、を備える。図１乃至６を参照して上
述されるように、ハイブリッドルーティングユニット７１２は、ハイブリッド転送テーブ
ル７１４に少なくとも部分的に基づいてフレームを転送する元である送信ネットワークイ
ンタフェースを識別することができる。送信ネットワークインタフェースが、フレーム転
送をサポートする無線インタフェースである場合は、無線ルーティングユニット７１６は
、無線転送テーブル７１８に少なくとも部分的に基づいてフレームが送信されるべき先で
ある受信する無線ネットワークインタフェースを識別することができる。これらの機能の
うちのいずれの１つも、ハードウェア及び／又はプロセッサユニット７０２内に部分的に
（又は全体的に）実装することができる。例えば、機能は、特定用途向け集積回路を用い
て、プロセッサユニット７０２内に実装されたロジック内に、周辺デバイス又はカード上
のコプロセッサにおいて実装することができる。さらに、実現は、図７において例示され
てないより少ない数の又は追加のコンポーネントを含むことができる（例えば、ビデオカ
ード、オーディオカード、追加のネットワークインタフェース、周辺デバイス、等）。例
えば、通信ユニット７０８は、バス７１０と結合されたプロセッサユニット７０と別個の
１つ以上の追加のプロセッサを備えることができる。プロセッサユニット７０２、メモリ
ユニット７０６、及びネットワークインタフェース７０４は、バス７１０に結合される。
メモリユニット７０６は、バス７１０に結合された状態で例示されるが、プロセッサユニ
ット７０２に結合することができる。
【００８９】
　実施形態は、様々な実装及び利用を参照して説明されるが、これらの実施形態は例示的
なものであり、本発明の主題の範囲はそれらには限定されないことが理解されるであろう
。概して、ここで説明される場合のハイブリッド通信ネットワークにおける無線ブリッジ
ング技法は、ハードウェアシステム又はハードウェアシステム（複数）と一致するファシ
リティ（ｆａｃｉｌｉｔｙ）とともに実装することができる。数多くの変形、変更、追加
、及び改良が可能である。
【００９０】
　ここにおいて説明されるコンポーネント、動作、又は構造に関しては、複数の事例は単
数の事例として提供することができる。最後に、様々なコンポーネント、動作、及びデー
タストア間の境界は多少任意であり、特定の動作は、特定の例示的な構成に関して例示さ
れている。機能のその他の割り当てが企図されており、本発明の主題の範囲内であること
ができる。概して、典型的な構成における別個のコンポーネントとして提示される構造及
び機能は、結合された構造又はコンポーネントとして実装することができる。同様に、単
一のコンポーネントとして提示される構造及び機能は、別個のコンポーネントとして実装
することができる。これらの及びその他の変形、変更、追加、及び改良は、本発明の主題
の範囲内である。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
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［Ｃ１］
　方法であって、
　第１のハイブリッドデバイスの複数のネットワークインタフェースのうちの第１のネッ
トワークインタフェースにおいて、ハイブリッド通信ネットワークの行先デバイスへの送
信のために第１のフレームフォーマットの第１のデータフレームを受信することと、
　前記第１のハイブリッドデバイスのハイブリッド層と関連付けられたハイブリッド転送
テーブルに少なくとも部分的に基づいて前記複数のネットワークインタフェースのうちの
第２のネットワークインタフェースを介して前記第１のデータフレームを転送することを
決定することと、
　前記第２のネットワークインタフェースは無線ネットワークインタフェースであると決
定することと、
　前記第２のネットワークインタフェースと関連付けられた無線転送テーブルに少なくと
も部分的に基づいて前記ハイブリッド通信ネットワークの第２のネットワークデバイスに
前記第１のデータフレームを転送することを決定することと、
　前記第１のデータフレーム、前記第１のハイブリッドデバイス、及び前記第２のネット
ワークデバイスに少なくとも部分的に基づいて無線フレームフォーマットにより第２のデ
ータフレームを生成することと、
　前記第２のネットワークインタフェースから前記第２のネットワークデバイスに前記第
２のデータフレームを送信することと、を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記第２のネットワークインタフェースを介して前記第１のデータフレームを転送する
ことを前記決定することは、前記第１のハイブリッドデバイスと関連付けられた前記ハイ
ブリッド層で行われ、
　前記第１のデータフレームを前記第２のネットワークデバイスに転送することを前記決
定することは、前記第１のハイブリッドデバイスの前記第２のネットワークインタフェー
スで行われるＣ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記第２のネットワークインタフェースと関連付けられた無線モジュールは、アクセス
ポイント動作モードで構成されるかどうかを決定することと、
　前記第２のネットワークインタフェースと関連付けられた前記無線モジュールは、前記
アクセスポイント動作モードで構成されると決定したことに応答して、
　　　前記第２のネットワークデバイスの無線ネットワークインタフェースに前記第１の
データフレームを転送することを決定することであって、前記第２のネットワークデバイ
スの前記無線ネットワークインタフェースと関連付けられた無線モジュールはクライアン
ト動作モードで構成されることと、
　前記第２のネットワークインタフェースと関連付けられた前記無線モジュールは前記ク
ライアント動作モードで構成されると決定したことに応答して、
　　　前記第１のハイブリッドデバイスの前記無線モジュールが接続されるアクセスポイ
ントの無線ネットワークインタフェースに前記第１のデータフレームを転送することを決
定することと、をさらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記第１のハイブリッドデバイスの前記第２のネットワークインタフェース及び前記第
２のネットワークデバイスの無線ネットワークインタフェースはクライアント動作モード
で構成されると決定することと、
　前記第１のハイブリッドデバイスの前記第２のネットワークインタフェース及び前記第
２のネットワークデバイスの前記無線ネットワークインタフェースが直接通信リンクをサ
ポートするかどうかを決定することと、
　前記第１のハイブリッドデバイスの前記第２のネットワークインタフェース及び前記第
２のネットワークデバイスの前記前記無線ネットワークインタフェースが前記直接通信リ
ンクをサポートすると決定したことに応答して、
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　　　前記直接通信リンクを介して前記第１のハイブリッドデバイスの前記第２のネット
ワークインタフェースから前記第２のネットワークデバイスの前記無線ネットワークイン
タフェースに前記第２のデータフレームを直接送信することと、
　前記第１のハイブリッドデバイスの前記第２のネットワークインタフェース及び前記第
２のネットワークデバイスの前記無線ネットワークインタフェースが前記直接通信リンク
をサポートしないと決定したことに応答して、
　　　前記第２のネットワークデバイスの前記無線ネットワークインタフェースへの引き
続きの送信のために前記第１のハイブリッドデバイスの前記第２のネットワークインタフ
ェースに接続されたアクセスポイントに前記第２のデータフレームを送信することと、を
さらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記無線フレームフォーマットにより前記第２のデータフレームを前記生成することは
、
　前記第１のハイブリッドデバイスが前記行先デバイスへの送信のために前記第１のデー
タフレームを生成したソースデバイスであるかどうかを決定することと、
　前記第１のハイブリッドデバイスが前記行先デバイスへの送信のために前記第１のデー
タフレームを生成した前記ソースデバイスであると決定したことに応答して、
　　　３アドレス無線フレームフォーマットにより前記第２のデータフレームを生成する
ことであって、前記第２のデータフレームは、前記第１のハイブリッドデバイスのアドレ
スと、前記第２のネットワークデバイスのアドレスと、前記行先デバイスのアドレスとを
備えることと、を備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記第１のハイブリッドデバイスが前記行先デバイスへの送信のために前記第１のデー
タフレームを生成した前記ソースデバイスでないと決定したことに応答して、
　前記第２のネットワークデバイスは前記第１のデータフレームの対象となっている前記
行先デバイスであるかどうかを決定することと、
　前記第２のネットワークデバイスは前記第１のデータフレームの対象となっている前記
行先デバイスであると決定したことに応答して、
　　　前記３アドレス無線フレームフォーマットにより前記第２のデータフレームを生成
することであって、前記第２のデータフレームは、前記ソースデバイスのアドレスと、前
記第１のハイブリッドデバイスの前記アドレスと、前記第２のネットワークデバイスの前
記アドレスとを備えることと、
　前記第２のネットワークデバイスが前記第１のデータフレームの対象となる前記行先デ
バイスではなく及び前記第１のハイブリッドデバイスは前記第１のデータフレームを生成
した前記ソースデバイスでないと決定したことに応答して、
　　　４アドレス無線フレームフォーマットにより前記第２のデータフレームを生成する
ことであって、前記第２のデータフレームは、前記ソースデバイスの前記アドレスと、前
記第１のハイブリッドデバイスの前記アドレスと、前記第２のネットワークデバイスの前
記アドレスと、前記行先デバイスの前記アドレスと、を備えることと、さらに備えるＣ１
に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記第１のハイブリッドデバイスの前記第２のネットワークインタフェースにおいて前
記第２のネットワークデバイスからブロードキャストフレームを受信することであって、
前記第１のハイブリッドデバイスの無線モジュールは、クライアント動作モードで構成さ
れ、前記第２のネットワークデバイスの無線モジュールは、アクセスポイント動作モード
で構成されることと、
　前記ブロードキャストフレームはブロードキャストのために前記第２のネットワークイ
ンタフェースから前記第２のネットワークデバイスに以前に送信されたものであるかどう
かを決定することと、
　前記ブロードキャストフレームが前記第２のネットワークインタフェースから前記第２
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のネットワークデバイスに以前に送信されたものであると決定したことに応答して、
　　　前記第２のネットワークインタフェースにおいて前記ブロードキャストフレームを
廃棄することと、
　前記ブロードキャストフレームが前記第２のネットワークインタフェースから前記第２
のネットワークデバイスに以前に送信されたものでないと決定したことに応答して、
　　　処理のため及び前記第１のハイブリッドデバイスの前記複数のネットワークインタ
フェースのうちその他を介しての引き続きのブロードキャストのために前記第１のハイブ
リッドデバイスの前記ハイドリッド層に前記受信されたブロードキャストフレームを提供
することと、をさらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記第１のハイブリッドデバイスの前記第２のネットワークインタフェースにおいて前
記第２のネットワークデバイスから前記ブロードキャストフレームを前記受信することに
応答して、
　前記受信されたブロードキャストフレーム内のオリジナルソースアドレスフィールドに
少なくとも部分的に基づいて前記第１のハイブリッドデバイスの前記第２のネットワーク
インタフェースにおいて前記ブロードキャストフレームをフィルタリングすることであっ
て、前記無線転送テーブルは、前記第２のネットワークインタフェースを通じて到達可能
である１つ以上のネットワークデバイスを示す表示を備えることと、
　前記オリジナルソースアドレスフィールドが前記第２のネットワークインタフェースを
通じて到達可能である前記１つ以上のネットワークデバイスのうちの１つと関連付けられ
たアドレスを備えると決定したことに応答して、
　　　前記第２のネットワークインタフェースにおいて前記ブロードキャストフレームを
廃棄することと、をさらに備えるＣ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記第１のハイブリッドデバイスの前記第２のネットワークインタフェースにおいて、
インジケータフィールドを前記ブロードキャストフレームに挿入することであって、前記
インジケータフィールドは、前記第１のハイブリッドデバイスの前記第２のネットワーク
インタフェースが前記第２のネットワークデバイスに前記ブロードキャストフレームを送
信することを示すことと、
　前記第１のハイブリッドデバイスの前記第２のネットワークインタフェースから前記第
２のネットワークデバイスに前記ブロードキャストフレームを送信することと、
　前記第２のネットワークデバイスから前記第１のハイブリッドデバイスの前記第２のネ
ットワークインタフェースにおいて前記ブロードキャストフレームを前記受信することに
応答して、前記ブロードキャストフレームがブロードキャストのために前記第２のネット
ワークインタフェースから前記第２のネットワークデバイスに以前に送信されたものであ
るかどうかを前記決定することは、
　　　前記受信されたブロードキャストフレームが前記第２のネットワークインタフェー
スで挿入された前記インジケータフィールドを備えるかどうかを決定することを備えるこ
とと、をさらに備えるＣ７に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記第１のネットワークインタフェースは、イーサネットインタフェース又は電力線通
信インタフェースであり、
　前記第２のネットワークインタフェースは、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡ
Ｎ）インタフェースであるＣ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記第２のデータフレームを前記生成することは、前記無線フレームフォーマットによ
り前記第１のデータフレームを変更することを備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記ハイブリッド通信ネットワークは、ＩＥＥＥ Ｐ１９０５．１通信ネットワークを
備えるＣ１に記載の方法。
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［Ｃ１３］
　前記第１のデータフレームを前記受信することは、前記ハイブリッド通信ネットワーク
の第１の通信ネットワークセグメントを介して前記第１のデータフレームを受信すること
を備え、
　前記第２のデータフレームを前記送信することは、前記ハイブリッド通信ネットワーク
の第２の通信ネットワークセグメントを介して前記第２のデータフレームを送信すること
を備え、前記第２の通信ネットワークセグメントは、無線ネットワークセグメントである
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記第１のハイブリッドデバイスにおいて、前記ハイブリッド通信ネットワークの１つ
以上のその他のハイブリッドデバイスから１つ以上のトポロジーメッセージを受信するこ
とであって、前記１つ以上のトポロジーメッセージは、前記１つ以上のその他のハイブリ
ッドデバイスと関連付けられた情報を備えることと、
　前記１つ以上のその他のハイブリッドデバイスから受信された前記１つ以上のトポロジ
ーメッセージに少なくとも部分的に基づいて前記第１のハイブリッドデバイスと関連付け
られた少なくとも前記ハイブリッド転送テーブルにポピュレートすることと、
　前記第１のハイブリッドデバイスと関連付けられた前記ハイブリッド転送テーブルを前
記１つ以上のその他のハイブリッドデバイスに送信することと、をさらに備えるＣ１に記
載の方法。
［Ｃ１５］
　前記１つ以上のその他のハイブリッドデバイスから受信された前記１つ以上のトポロジ
ーメッセージに少なくとも部分的に基づいて前記無線転送テーブルにポピュレートするこ
とをさらに備えるＣ１４に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記第１のハイブリッドデバイスにおいて、少なくとも、前記第１のハイブリッドデバ
イスに関する情報と、前記第１のハイブリッドデバイスに接続された１つ以上のネットワ
ークデバイスに関する情報と、を備える１つ以上のトポロジーメッセージを生成すること
と、
　前記第１のハイブリッドデバイスから前記ハイブリッド通信ネットワークのその他のハ
イブリッドデバイスに前記１つ以上のトポロジーメッセージをブロードキャストすること
と、をさらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記第１のハイブリッドデバイスと関連付けられた前記１つ以上のトポロジーメッセー
ジは、前記第１のハイブリッドデバイスの前記複数のネットワークインタフェース、前記
複数のネットワークインタフェースの各々と関連付けられた転送能力、前記第１のハイブ
リッドデバイスに接続された前記１つ以上のネットワークデバイス、前記第１のハイブリ
ッドデバイスの少なくとも前記無線ネットワークインタフェースがフレーム転送をサポー
トするかどうか、前記第１のハイブリッドデバイスの前記無線ネットワークインタフェー
スによってサポートされる無線フレームフォーマット、及びリンクメトリック情報を示す
表示うちの１つ以上を備えるＣ１６に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記１つ以上のトポロジーメッセージは、前記第１のハイブリッドデバイスの前記第２
のネットワークインタフェースが、フレーム転送、前記第２のネットワークインタフェー
スによってサポートされる無線フレームフォーマット、及び前記第２のネットワークイン
タフェースによってサポートされる通信リンクセットアップをサポートする無線ネットワ
ークインタフェースであることを示す表示を備えるＣ１６に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記第２のネットワークインタフェースによってサポートされる前記通信リンクセット
アップは、前記第２のネットワークインタフェースが直接リンク無線通信をサポートする
かどうかを示すＣ１８に記載の方法。



(47) JP 5855760 B2 2016.2.9

10

20

30

40

50

［Ｃ２０］
　前記ハイブリッド通信ネットワークの中央のコーディネータに対して、前記第１のハイ
ブリッドデバイスと関連付けられた情報及び前記第１のハイブリッドデバイスに接続され
た１つ以上のネットワークデバイスを示す表示を送信することと、
　前記中央のコーディネータから、前記第１のハイブリッドデバイスと関連付けられた前
記ハイブリッド転送テーブル及び前記ハイブリッド通信ネットワークの対応する１つ以上
のその他のハイブリッドデバイスと関連付けられた１つ以上のハイブリッド転送テーブル
を受信することと、をさらに備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ２１］
　ハイブリッドデバイスであって、
　複数のネットワークインタフェースと、
　前記複数のネットワークインタフェースに結合された通信ユニットと、を備え、前記通
信ユニットは、
　前記複数のネットワークインタフェースのうちの第１のネットワークインタフェースに
おいて、ハイブリッド通信ネットワークの行先デバイスへの送信ために第１のフレームフ
ォーマットで第１のデータフレームを受信し、
　前記ハイブリッドデバイスのハイブリッド層と関連付けられたハイブリッド転送テーブ
ルに少なくとも部分的に基づいて前記複数のネットワークインタフェースのうちの第２の
ネットワークインタフェースを介して前記第１のデータフレームを転送することを決定し
、
　前記第２のネットワークインタフェースは、無線ネットワークインタフェースであると
決定し、
　前記第２のネットワークインタフェースと関連付けられた無線転送テーブルに少なくと
も部分的に基づいて前記ハイブリッド通信ネットワークの第２のネットワークデバイスに
前記第１のデータフレームを転送することを決定し、
　前記第１のデータフレーム、前記ハイブリッドデバイス、及び前記第２のネットワーク
デバイスに少なくとも部分的に基づいて無線フレームフォーマットにより第２のデータフ
レームを生成し、及び
　前記第２のネットワークインタフェースから前記第２のネットワークデバイスに前記第
２のデータフレームを送信するために動作可能である、ハイブリッドデバイス。
［Ｃ２２］
　前記通信ユニットは、
　前記第２のネットワークインタフェースと関連付けられた無線モジュールがアクセスポ
イント動作モードで構成されるかどうかを決定し、
　前記第２のネットワークインタフェースと関連付けられた前記無線モジュールがアクセ
スポイント動作モードで構成されると決定したことに応答して、
　　　前記第２のネットワークデバイスの無線ネットワークインタフェースに前記第１の
データフレームを転送することを決定し、
　前記第２のネットワークインタフェースと関連付けられた前記無線モジュールが前記ク
ライアント動作モードで構成されると決定したことに応答して、
　　　前記ハイブリッドデバイスの前記無線モジュールが接続されるアクセスポイントの
無線ネットワークインタフェースに前記第１のデータフレームを転送することを決定する
ためにさらに動作可能であり、前記第２のネットワークデバイスの前記無線ネットワーク
インタフェースと関連付けられた無線モジュールは、クライアント動作モードで構成され
るＣ２１に記載のハイブリッドデバイス。
［Ｃ２３］
　前記通信ユニットは、
　前記ハイブリッドデバイスの前記第２のネットワークインタフェース及び前記第２のネ
ットワークデバイスの無線ネットワークインタフェースがクライアント動作モードで構成
されると決定し、
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　前記ハイブリッドデバイスの前記第２のネットワークインタフェース及び前記第２のネ
ットワークデバイスの前記無線ネットワークインタフェースが直接通信リンクをサポート
するかどうかを決定し、
　前記ハイブリッドデバイスの前記第２のネットワークインタフェース及び前記第２のネ
ットワークデバイスの前記無線ネットワークインタフェースが前記直接通信リンクをサポ
ートすると決定したことに応答して、
　　　前記直接通信リンクを介して前記第２のネットワークインタフェースから前記第２
のネットワークデバイスの前記無線ネットワークインタフェースに前記第２のデータフレ
ームを直接送信し、及び、
　前記ハイブリッドデバイスの前記第２のネットワークインタフェース及び前記第２のネ
ットワークデバイスの前記無線ネットワークインタフェースが前記直接通信リンクをサポ
ートしないと決定したことに応答して、
　　　前記第２のネットワークデバイスの前記無線ネットワークインタフェースへの引き
続きの送信のために前記第２のネットワークインタフェースに接続されたアクセスポイン
トに前記第２のデータフレームを送信するためにさらに動作可能であるＣ２１に記載のハ
イブリッドデバイス。
［Ｃ２４］
　前記無線フレームフォーマットにより前記第２のデータフレームを生成するために動作
可能である前記通信ユニットは、
　前記ハイブリッドデバイスが前記行先デバイスへの送信のために前記第１のデータフレ
ームを生成したソースデバイスであるかどうかを決定し、
　前記ハイブリッドデバイスが前記第１のデータフレームを生成した前記ソースデバイス
であると決定したことに応答して、
　　　３アドレス無線フレームフォーマットにより前記第２のデータフレームを生成し、
　前記ハイブリッドデバイスが前記第１のデータフレームを生成した前記ソースデバイス
でないと決定したことに応答して、
　　　前記第２のネットワークデバイスが前記第１のデータフレームの対象である行先デ
バイスであるかどうかを決定し、
　前記第２のネットワークデバイスが前記第１のデータフレームの対象である前記行先デ
バイスであると決定したことに応答して、
　　　前記３アドレス無線フレームフォーマットにより前記第２のデータフレームを生成
し、及び、
　前記第２のネットワークデバイスが前記第１のデータフレームの対象である前記行先デ
バイスでない及び前記ハイブリッドデバイスが前記第１のデータフレームを生成した前記
ソースデバイスでないと決定したことに応答して、
　４アドレス無線フレームフォーマットにより第２のデータフォーマットを生成するため
に動作可能な通信ユニットを備え、前記第２のデータフレームは、前記ハイブリッドデバ
イスのアドレスと、前記第２のネットワークデバイスのアドレスと、前記行先デバイスの
アドレスとを備え、前記第２のデータフレームは、前記ソースデバイスのアドレスと、前
記ハイブリッドデバイスの前記アドレスと、前記第２のネットワークデバイスの前記アド
レスとを備え、前記第２のデータフレームは、前記ソースデバイスの前記アドレスと、前
記ハイブリッドデバイスの前記アドレスと、前記第２のネットワークデバイスの前記アド
レスと、前記行先デバイスの前記アドレスと、を備えるＣ２１に記載のハイブリッドデバ
イス。
［Ｃ２５］
　前記通信ユニットは、
　前記第２のネットワークデバイスから前記第２のネットワークインタフェースにおいて
ブロードキャストフレームを受信し、
　前記ブロードキャストフレームがブロードキャストのために前記第２のネットワークイ
ンタフェースから前記第２のネットワークデバイスに以前に送信されたものであるかどう
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かを決定し、
　前記ブロードキャストフレームが前記第２のネットワークインタフェースから前記第２
のネットワークデバイスに以前に送信されたものであると決定したことに応答して、
　　　前記第２のネットワークインタフェースにおいて前記ブロードキャストフレームを
廃棄し、及び、
　前記ブロードキャストフレームが前記第２のネットワークインタフェースから前記第２
のネットワークデバイスに以前に送信されたものでないと決定したことに応答して、
　　　処理のために及び前記ハイブリッドデバイスの前記複数のネットワークインタフェ
ースのうちのその他を介しての引き続きのブロードキャストのために前記ハイブリッドデ
バイスの前記ハイブリッド層に前記受信されたブロードキャストフレームを提供するため
にさらに動作可能であり、前記ハイブリッドデバイスの無線モジュールはクライアント動
作モードで構成され、前記第２のネットワークデバイスの無線モジュールは、アクセスポ
イント動作モードで構成されるＣ２１に記載のハイブリッドデバイス。
［Ｃ２６］
　前記第１のデータフレームを受信するために動作可能な前記通信ユニットは、前記ハイ
ブリッド通信ネットワークの第１の通信ネットワークセグメントを介して前記第１のデー
タフレームを受信するために動作可能な前記通信ユニットを備え、
　前記第２のデータフレームを送信するために動作可能な前記通信ユニットは、前記ハイ
ブリッド通信ネットワークの第２の通信ネットワークセグメントを介して前記第２のデー
タフレームを送信するために動作可能な前記通信ユニットを備え、前記第２の通信ネット
ワークセグメントは、無線ネットワークセグメントであるＣ２１に記載のハイブリッドデ
バイス。
［Ｃ２７］
　前記通信ユニットは、
　前記ハイブリッド通信ネットワークの１つ以上のその他のハイブリッドデバイスから１
つ以上のトポロジーメッセージを受信し、
　前記１つ以上のその他のハイブリッドデバイスから受信された前記１つ以上のトポロジ
ーメッセージに少なくとも部分的に基づいて少なくとも前記ハイブリッド転送テーブルに
ポピュレートし、及び、
　前記１つ以上のその他のハイブリッドデバイスに前記ハイブリッド転送テーブルを送信
するためにさらに動作可能であり、前記１つ以上のトポロジーメッセージは、前記１つ以
上のその他のハイブリッドデバイスと関連付けられた情報を備えるＣ２１に記載のハイブ
リッドデバイス。
［Ｃ２８］
　前記通信ユニットは、前記１つ以上のその他のハイブリッドデバイスから受信された前
記１つ以上のトポロジーメッセージに少なくとも部分的に基づいて前記無線転送テーブル
にポピュレートするためにさらに動作可能であるＣ２７に記載のハイブリッドデバイス。
［Ｃ２９］
　前記通信ユニットは、
　少なくとも、前記第１のハイブリッドデバイスに関する情報と、前記ハイブリッドデバ
イスに接続された１つ以上のネットワークデバイスに関する情報と、を備える１つ以上の
トポロジーメッセージを生成し、及び、
　前記ハイブリッド通信ネットワークのその他のハイブリッドデバイスに前記１つ以上の
トポロジーメッセージをブロードキャストするためにさらに動作可能であるＣ２１に記載
のハイブリッドデバイス。
［Ｃ３０］
　前記ハイブリッドデバイスと関連付けられた前記１つ以上のトポロジーメッセージは、
前記ハイブリッドデバイスの前記複数のネットワークインタフェース、前記複数のネット
ワークインタフェースの各々と関連付けられた転送能力、前記ハイブリッドデバイスに接
続された前記１つ以上のネットワークデバイス、前記ハイブリッドデバイスの少なくとも
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前記無線ネットワークインタフェースがフレーム転送をサポートするかどうか、前記ハイ
ブリッドデバイスの無線ネットワークインタフェースによってサポートされる無線フレー
ムフォーマット、及びリンクメトリック情報を示す表示うちの１つ以上を備えるＣ２９に
記載のハイブリッドデバイス。
［Ｃ３１］
　機械によって読み取り可能な記憶媒体であって、
　１つ以上のプロセッサによって実行されたときに、
　ハイブリッド通信ネットワークの第１のハイブリッドデバイスの複数のネットワークイ
ンタフェースのうちの第１のネットワークインタフェースにおいて第１のフレームフォー
マットの第１のデータフレームを受信することと、
　前記第１のハイブリッドデバイスのハイブリッド層と関連付けられたハイブリッド転送
テーブルに少なくとも部分的に基づいて前記複数のネットワークインタフェースのうちの
第２のネットワークインタフェースを介して前記第１のデータフレームを転送することを
決定することと、
　前記第２のネットワークインタフェースが無線ネットワークインタフェースであると決
定することと、
　前記第１のハイブリッドデバイスの前記第２のネットワークインタフェースと関連付け
られた無線転送テーブルに少なくとも部分的に基づいて前記ハイブリッド通信ネットワー
クの第２のネットワークデバイスに前記第１のデータフレームを転送することを決定する
ことと、
　前記第１のデータフレーム、前記第１のハイブリッドデバイス、及び前記第２のネット
ワークデバイスに少なくとも部分的に基づいて無線フレームフォーマットにより第２のデ
ータフレームを生成することと、
　前記第１のハイブリッドデバイスの前記第２のネットワークインタフェースから前記第
２のネットワークデバイスに前記第２のデータフレームを送信することと、を備える動作
を行うことを前記１つ以上のプロセッサに行わせる命令、が格納されている、１つ以上の
機械によって読み取り可能な記憶媒体。
［Ｃ３２］
　前記動作は、前記第２のネットワークインタフェースと関連付けられた無線モジュール
がアクセスポイント動作モードで構成されるかどうかを決定することと、
　前記第２のネットワークインタフェースと関連付けられた前記無線モジュールが前記ア
クセスポイント動作モードで構成されると決定したことに応答して、
　　　前記第２のネットワークデバイスの無線ネットワークインタフェースに前記第１の
データフレームを転送することを決定することであって、前記第２のネットワークデバイ
スの前記無線ネットワークインタフェースと関連付けられた無線モジュールは、クライア
ント動作モードで構成されることと、
　前記第２のネットワークインタフェースと関連付けられた前記無線モジュールが前記ク
ライアント動作モードで構成されると決定したことに応答して、
　　　前記第１のハイブリッドデバイスの前記無線モジュールが接続されているアクセス
ポイントの無線ネットワークインタフェースに前記第１のデータフレームを転送すること
を決定することと、をさらに備えるＣ３１に記載のコンピュータによって読み取り可能な
記憶媒体。
［Ｃ３３］
　前記動作は、
　前記第１のハイブリッドデバイスの前記第２のネットワークインタフェース及び前記第
２のネットワークデバイスの無線ネットワークインタフェースがクライアント動作モード
で構成されると決定することと、
　前記第１のハイブリッドデバイスの前記第２のネットワークインタフェース及び前記第
２のネットワークデバイスの前記無線ネットワークインタフェースが直接通信リンクをサ
ポートするかどうかを決定することと、
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　前記第１のハイブリッドデバイスの前記第２のネットワークインタフェース及び前記第
２のネットワークデバイスの前記無線ネットワークインタフェースが前記直接通信リンク
をサポートすると決定したことに応答して、
　　　前記直接通信リンクを介して前記第１のハイブリッドデバイスの前記第２のネット
ワークインタフェースから前記第２のネットワークデバイスの前記無線ネットワークイン
タフェースに前記第２のデータフレームを直接送信することと、
　前記第１のハイブリッドデバイスの前記第２のネットワークインタフェース及び前記第
２のネットワークデバイスの前記無線ネットワークインタフェースが直接通信リンクをサ
ポートしないと決定したことに応答して、
　　　前記第２のネットワークデバイスの前記無線ネットワークインタフェースへの引き
続きの送信のために前記第１のハイブリッドデバイスの前記第２のネットワークインタフ
ェースに接続されたアクセスポイントに前記第２のデータフレームを送信することと、を
さらに備えるＣ３１に記載の機械によって読み取り可能な記憶媒体。
［Ｃ３４］
　前記無線フレームフォーマットにより前記第２のデータフレームを生成する前記動作は
、
　前記第１のハイブリッドデバイスが前記ハイブリッド通信ネットワークの行先デバイス
への送信のために前記第１のデータフレームを生成したソースデバイスであるかどうかを
決定することと、
　前記第１のハイブリッドデバイスが前記第１のデータフレームを生成した前記ソースデ
バイスであると決定したことに応答して、
　　　３アドレス無線フレームフォーマットにより前記第２のデータフレームを生成する
ことであって、前記第２のデータフレームは、前記第１のハイブリッドデバイスのアドレ
スと、前記第２のネットワークデバイスのアドレスと、前記行先デバイスのアドレスとを
備えることと、
　前記第１のハイブリッドデバイスが前記第１のデータフレームを生成した前記ソースデ
バイスでないと決定したことに応答して、
　前記第２のネットワークデバイスは、前記第１のデータフレームの対象となっている前
記行先デバイスであるかどうかを決定することと、
　　　前記第２のネットワークデバイスは前記第１のデータフレームの対象となっている
前記行先デバイスであると決定したことに応答して、
　　　前記３アドレス無線フレームフォーマットにより前記第２のデータフレームを生成
することであって、前記第２のデータフレームは、前記ソースデバイスのアドレスと、前
記第１のハイブリッドデバイスの前記アドレスと、前記第２のネットワークデバイスの前
記アドレスとを備えることと、
　　　前記第２のネットワークデバイスが前記第１のデータフレームの対象となる前記行
先デバイスではなく及び前記第１のハイブリッドデバイスは前記第１のデータフレームを
生成した前記ソースデバイスでないと決定したことに応答して、
　　　４アドレス無線フレームフォーマットにより前記第２のデータフレームを生成する
ことであって、前記第２のデータフレームは、前記ソースデバイスの前記アドレスと、前
記第１のハイブリッドデバイスの前記アドレスと、前記第２のネットワークデバイスの前
記アドレスと、前記行先デバイスの前記アドレスと、を備えることと、をさらに備えるＣ
３１に記載の機械によって読み取り可能な記憶媒体。
［Ｃ３５］
　前記動作は、
　前記第２のネットワークインタフェースにおいて前記第２のネットワークデバイスから
ブロードキャストフレームを受信することであって、前記第１のハイブリッドデバイスの
無線モジュールは、クライアント動作モードで構成され、前記第２のネットワークデバイ
スの無線モジュールは、アクセスポイント動作モードで構成されることと、
　前記ブロードキャストフレームは、ブロードキャストのために前記第２のネットワーク
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うかを決定することと、
　前記ブロードキャストフレームが前記第２のネットワークインタフェースから以前に送
信されたものであると決定したことに応答して、
　　　前記第２のネットワークインタフェースにおいて前記ブロードキャストフレームを
廃棄することと、
　前記ブロードキャストフレームが前記第２のネットワークインタフェースから以前に送
信されたものでないと決定したことに応答して、
　　　処理のため及び前記第１のハイブリッドデバイスの前記複数のネットワークインタ
フェースのうちその他を介しての引き続きのブロードキャストのために前記第１のハイブ
リッドデバイスの前記ハイドリッド層に前記受信されたブロードキャストフレームを提供
することと、をさらに備えるＣ３１に記載のコンピュータによって読み取り可能な記憶媒
体。
［Ｃ３６］
　前記動作は、
　前記第１のハイブリッドデバイスにおいて、前記ハイブリッド通信ネットワークの１つ
以上のその他のハイブリッドデバイスから１つ以上のトポロジーメッセージを受信するこ
とであって、前記１つ以上のトポロジーメッセージは、前記１つ以上のその他のハイブリ
ッドデバイスと関連付けられた情報を備えることと、
　前記１つ以上のその他のハイブリッドデバイスから受信された前記１つ以上のトポロジ
ーメッセージに少なくとも部分的に基づいて前記第１のハイブリッドデバイスと関連付け
られた少なくとも前記ハイブリッド転送テーブルにポピュレートすることと、
　前記１つ以上のその他のハイブリッドデバイスに前記第１のハイブリッドデバイスと関
連付けられた前記ハイブリッド転送テーブルを送信することと、をさらに備えるＣ３１に
記載のコンピュータによって読み取り可能な記憶媒体。
［Ｃ３７］
　前記動作は、
　前記１つ以上のその他のハイブリッドデバイスから受信された前記１つ以上のトポロジ
ーメッセージに少なくとも部分的に基づいて前記無線転送テーブルにポピュレートするこ
とをさらに備えるＣ３６に記載のコンピュータによって読み取り可能な記憶媒体。
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